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A 4 デジタル複合機 

Eatera D350 



ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

将来いつでち使巧できるように大切に保管してください。 


JPN 












取扱説明書の分冊憤ぶについて 


本機の取扱説明書は、次のような構成になっていまず。目的に応じてお読みいただき、本機を十分にご 
ミき用ください。 



本機をセットアップずるには . 

CARPS プリンクドライけをインストールする... 



原稿と用紙の巧0巧いについて . 

CARPS プリンタドライバで印刷するには 

コピー ずるには . 

メンテナンスにごいて . 

給がとコピーで困つたとをには . 




ファクスをを受信ずるには... 
スピードダイヤルを使5には 
ファクスで困つたとをには... 



フアクスガイド 


の350のみ) 


フアクスドライバをインストールずる . 

フアクスドライバを使つてフアクスをを信ずる 
Cover Sheet Editor をほ用ずるには . 



フアクスドライバガイド 

の350のみ） 


CARPS プリンタドライバをインストールする... 

プ U ンタのが態を確認ずる . 

プリンタドライバで困ったとさには . 




プリンタドライバガイド 



この マー クががいている分冊は、付属の CD - ROM に収め5れている PDF マニュアル でず。 

商標 

キヤノンはキヤノンホま会社の登録商標です。 UHQ ™ はキヤノン株式会社の商標です。 


SUPER 

重3 


"スーパ ー G 3 ファクス"とは、国際電気适信連合 （ ITU - T ) の V .34 勧告に準拠す 
る 33.6 Kbps * モデムを搭載した新世代ファクスのことです。スーパ ー G 3 ファク 
スは> およそ3秒/ぺージ * の高まち信を実現し、回線〕ストの削減に優れた効果を 
発揮します。 


* キヤノン FAX 標準チャート N 0.1に基づくデータ送信 （ JB にちまと標準モードを 
使用）で、モデムスピードが 33.6 Kbps の場合、およそ3秒/ページ。なお、現在 
の公ホ回線網 ( PSTN ) では、回線品質によってモデムま度の上限が 28.8 Kbps 
になる場合もあります。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了承ください。 
•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありました6、ご連絡ください。 
•本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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マーク、表記について 


本書中の マーク や表記には、次のような意巧があります。 

A •取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラ恐れのある警告事項び書かれていまず。をを 
ii に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 

A •取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生ずる恐れのあるを意事項が書かれ 
ていまず。ををに使用していただくために、必ずこのを意事項をお守りください。 

#1•操作上、おず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。機械の故障や巧損を 
sg 防ぐために、'必ずお読みください。 

^ •操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすずめしまず。 

を 


(一 n-nn ぺージ） 

一「セットアップガイド」 
一「ユーザーズガイド」 

本機 

初期設定 

原稿またはファクス 
メニュー 

受付番号 

TX 

RX 


かっこ内のページを参照してください。 

セットアップガイドを参照してください。 

ユーザーズガイドを参照して<ださい。 

A 4 デジタル複合機 Satera D 350 を表します。 

工場化巧時の設定。変更しないかぎり、この設走が使われます。 
送信または受信する原紙でず。 

本機を設をまたは変更するときに違ぶ設を項目のリストです。 
LCD ディスプレイに表示されます。 

本機では、送受信したファクスそれぞれじ4巧の通し番号が自動 
的につけ6れまず。を受信の結果を調べるときなど、この受付 
番号でファクスを区別できます。 

送信を表しまず。 

受信を表しまず。 


本書では、操作パネル上のキーと LCD ディスプレイの表示内容を、他の文字と区別した書体で表記して 
いまず。 

-操作パネル上のキーは、次の書体で表記しています。 

例 ストップ/リセット 

- LCD ディスプレイの表示内容は、「」で囲み、次の書体で表記していまず。 

例；ロアクスキノウセツテイ」 
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操作パネル 


ファクスを送受信するときおよびユーザモードの設定に使うキーじついて説 S 月しまず。ここで説明して 
いないキーについては、「ユーザーブガイド」を参照してください。 

■ ワンタッチダイヤルパネルを巧じたが態 


① [フック]キー 

受話器を置いたままダイヤルするときに使います。 

② [電話帳]キー 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した巧手先のファクス/電話番号を、名前で核索ずるとき 
に使います。 

③ [短縮] キー 

このキーを押して、2巧の短縮番号を押すと、その番号に登録されているファクス/電話番号または 
グループにダイヤルします。 


ご使用の前に 


アフターサービスにごいて 


本機は最新の技術を使い> トラブルなどが発生しないよう細ムのを意を化って設計されていまず。何か 
聞題が発をしたときは、まず「9章困ったときには」を参照してください。それでも問題が解消されな 
いときは、お買い求めの販売店、またはキヤノンお客様相談センター（裏表紙）までお問い合わせくだ 
さい。 


@ @ © ⑩ @ 


①⑥⑥④ ⑥⑥⑦⑥③®⑩狡 


ご使用の前に 
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④ [ IJ ダイヤル/ポーズ]キー 

最後にテンキーでダイヤルした番号にもう一度ダイヤルします。テンキーで入力中のファクス番号 
や，スピードダイヤルの登録番号中またはホ尾に、ポーズを人れるときにも使います。 

⑥ [ワンタッチ] キー 

01~16のキーにき録されているファクス番号/電話番号、またはグループにダイヤルしまず。 

⑥ LCD ディスプレイ 

メッセージや動作がミ兄が表示されます。設定を行うときは、達択項目や、文字、数字などが表示さ 
れます。 

⑦ にの キー 

各種の登録や設定を植走するときに押します 。 ADF (自動原稿給紙装置）の途中で止まってしまつ 
た原稿を自動排紙するときにも押します。 


⑨[イ（―)、 ► (+)] キー 

表示をスク□ールして、他の設定を見るときに押します。また、文字や数字の人力時、力ーソルを 
移動して修正あるいは削除をすることわできます。 

⑨ [濃度] キー 

ファクスの露光を調整します。 

⑩ [ユーザモー ド] キー 

各種の登録や機能の設定をするときに押しまず。 

⑩[画質] キー 

ファクスの送信紹像度を調整します。 

© [システムモニタ]キー 

ファクス/コピー/印刷/レポート化力の状態をチェックするときに使います。 

⑩ 通信中/メモリランプ 

ファクスのを信中または受信中に点滅（グリーン）します。ファクスのを信予約、またはメモリ受 
信したときに点灯（グリーン）します。 

诏） エラーランプ 

おづまりなど、エラーが発生したときに点滅（ホ）します。 （ LCD ディスプレイにエラーの状態を 
表示します。） 


⑩ [コピ ー ] キー 

コピー モー ドに切り替えるときに押します。 

⑩[フアクス]キー 

ファクスモードに切り替えるときに押します。 

⑩[節電] キー 

手動で本機を節電モードにずるときや、節電モードか6復帰するときに押します。節電モードのと 
きはキーがグリーンに点なし、節電モードか6復帰すると消なします。 

⑩テンキー 

ダイヤルするときや、登録するファクス番号/電話番号を人力するときに押します。また、登録する 
名前を人力するときにち使います。 

⑩[ストップ/リセット]キー 

送信や受信などの操作を取り消して、本機をスタンバイモードに戻しまず。 

⑩ [スタート]キー 

ファクスを信または手動受信を開始ずるときに使います。 


■ ワンタッチダイヤルパネルを開けた巧態 


① 

② 


③ 

④ 

⑥ 

⑧ 

⑦ 


17 24 




18 

25 

□こ 


ィモリ照会19 

26 

[ ][,][ ][ 

レポ-卜 20 

27 




タイマーを信 £] スぺース^ 

己 

ブックを信 22 削除 29 

ポ-リンツ当クリ7 


⑨ 


.⑨ 

'⑩ 

'⑩ 


① ワンタッチダイヤルキー 

17 〜 30 のキーにき録されているファクス番号/電話番号、またはグループじダイヤルしまず。 

これ6のキーを使ってダイヤルするには、あ6かじめワンタッチダイヤルに番号を登録しておくあ 
要があります。 フアンクシヨン キーを押すと、次のワンタッチキー(③ 〜⑦、 ⑨〜⑩）が ファクス 
機能キーとして使えるようになります。 

② [受信 モー ド] キー 

受信モードを設定します。 

③ [メモ U 照会]キー 

メモリ巧の文書をお認または消去するときに使います。 

④ [レポート]キー 

通信管理レポートやダイヤルリスト、ユーザデータリスト、原稿リストなどを化力するときに使い 
ます。また、レポート化力を中止するときにわ使います。 

⑥ [タイマー送信]キー 

送信時刻を指定してファクスをを信するときに使います。 

⑥ [ブック送信]キー 

原稿を原稿台ガラスか6送信するときに巧います。 

⑦ [ポーリング] キー 

ポーリング送信，ポーリング受信など、より高度な通信を斤うときに使います。 

⑧ [フアンクシヨン] キー 

このキーを押すと、メモリ照会、レポート、タイマーを信、ブックを信、ポーリング、スペース、 
削除、クリアのをキーがファクス機能キーとして巧えるようになります。 
















































⑨ [スぺ ース]キー 

電話番号や文字列にスペース（空白）を入れるときに押します。 

⑩ [削除] キー 

入力した文字を1文字消すときに押します。 

⑩ [クリア] キー 

入力したファクス/電話番号や文字列をすベて消すときに押しまず。 


スタンパイ表巧 


スタンバイ表示は、どのモードが還ばれているかにより表示が異なりまず。本機の電源が人ると，コピ 
-モードのスタンバイ状態になります。 ファ クスキーを押すと> コピーモードか6 ファ クスモードに切 
り替えることができまず。 

ファクスモードのスタンバイ表示は次のとおりでず。 


■ フアク スモー ド 


2003 01/17 FRI 11:1 7-^ 日付と時刻 

がドウ t がが： ij 

H -1^ 

受信モード 送信解像度 


^ •コピーモードのスタンバイ表示については、「ユーザーズガイド」を参照してください。 
メモ 
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基本的な設定 


本機の設定方ミ去 


通常の動作、送信、受信> 印刷、システム設を> スピードダイヤルなどを調整して、おがみに合わせて 
本機を設定できます。 

設定は、操作パネルか6ダイレクトに調整できまず。詳細については、を項目をご覧ください。 


文字を入力する 


ユーザ略称、スピードダイヤルの宛先名などを人力するときは、次の表をご覧になれば、入力する文字 
が割り当てられているテンキーを痛認できます。 


キー 

カナモード（:ァ） 

英字モード（: A ) 

数字モードい） 


アイウエオァィウエォ 


1 

力 ABC 

@ 

カキクケコ 

A 巨 Ca b C 

2 

サ DEF 

® 

ヴシスセソ 

□EFdef 

3 

夕 GHI 

® 

タチツテト ッ 

GHIghi 

4 

ナ JKL 

@ 

ナニヌネノ 

JKLjkl 

已 

"MNO 

® 

八ヒフへホ 

M N □ m n 0 

己 

マ PQRS 

み 

7 S ムメモ 

PQRSpqrs 

7 

ヤ TUV 
® 

ヤユヨャュョ 

TUVtuv 

吕 

ラ WXYZ 

ラリルレ □ 

WXYZwxyz 

白 


ワヲン 


□ 

記号 

、、 0 

木#!"，;: へ、 _=/ r ? 
$@%& + ¥()[]{}<> 


カナ/ま/泣 

© 

トーン 

「今カナモード（:ァ）一 ► 英字モード（: A ) — ► 数字モード（:1 ) — I 


錢 •文字を入力しているときじ2分と J 上何もキーを押さないと，オートクリア機能が働き自動的に 
メ f スタンバイモードに戻ります。 

•オートクリア機能が働くまでの時聞は， 1 〜 9 分の範囲で 1 分圍隔で設走できまず。オートクリ 
ア機能が働かないように設定ずることもできまず「ユーザーズガイド」)。 


H 基本的な設定 
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■文字（カナ、巧字）の入力のしかた 


凸 


曰 


因 


* キーを押してカナまたは英字モードに切 
り替えまず （ r : ア」または 「： A 」 表示)。 

可 

例 ： L _ 

入力ずる文字が割り当てられているテンキ 
一を押しまず。 

マ 

例 ： li _ 

-入力する文字が表示されるまで繰り返し押し 
ます。テンキーを押すたびに、そのテンキー 
に割り当て6れている文字が順に表示されま 
す。 

• 入力する文字がどのテンキーに割り当て6れ 
ているかは、 2- 1ぺージを参照してください。 


且テンキーを使って、残りの文字を入力しま 

ず。 

可 

例：_ 

• 次に人力する文字が別のテンキーに割リ当て 
6れている場合は，続けてそのキーを何回か 
押し> 文字を人力します。 

次に入力する文字が手順2の操作で入力した文 
字と同じテンキーに割り当て5れている場合 
は、 ►(+) キーを押して力ーソルをちに移動 
してか6、人力する文字が表示されるまで、 
繰り返しそのテンキーを押します。 

• スぺースを入力するには，フアンクシヨンキ 
一を押してか6スぺースキーを押します。力 
ーソルがちに移動します。 


■記号の入力のしかた 



* キーを押して文字モードに切り替えます且入力する記号が表示されるまで、繰り返し 
ア」または r : A 」 表示)。 #キーまたは1キーを押しまず。 


: A 


: A 


例： 

1 


• 続けて記号を入力するときは、 ►(+) 丰一を 
押して力ーソルをちに移動し，人力する記号 
が表示されるまで繰り返し#キーを押しまず。 

• スぺースを入力するには，フアンクシヨンキ 
一を押してか6スぺースキーを押します。力 
ーソルがちに移動します。 
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■数字の入力のしかた 



* キーを押して数字モードに切り替えまず且テンキーを使って、残りの数字を入力しま 
作：1」表示)。 ず。 


:1 



例： 

:1 

1し 


入力ずる数字が割り当てられているテンキ 
一を押しまず。 


例： 0^_ 

• スペースを入力するには、 フアンクシヨン キ 
一を 押してか 6スぺー スキーを押します。力 
ーソルが次の巧に移動しまず。 


国入力した义ぞを修正、消去する 

文字や記号、または数字を聞違って人力してしまったときは、 削除 キーまたはクリアキーを押して修正 
しまず。 

■ 义字/記号/数字を削除する 

◄ (—) キーまたは ►(+) キーを使って削除する文字/記号/数字の下に力ーソルを移動し、 フアンクシ 
ヨン キーを押してか 6削除 キーを押します。カーソル位置の文字/記号/数字が削除されまず。 

■ 入力した文字/記号/数字をすべて削除する 

フアンクシヨン キーを押してか 6ク U アキーを押すと、入力した文字/記号/数字がずベて削除されま 
す。 









巧信元情報を営録する 


■巧信元情巧とは 

ファクスで受信した文書のいちばん上に印刷されている、発信元のファクス/電話番号、を前または会 
社名、送信した日付と時刻などを発信元情報といいまず。また、送信端末識別情報 ( TTI ) と呼ばれる 
ことわありまず。同じように、本機にあなたの情報を登録しておけば、ファクスの発信元がだれで、い 
つ発信されたかを、送信先に®6せることができます。 

本磯で発信元情報を登録すると、次のように印刷されます。 



侈' 発信元情報は、を信するファクスの画像領域の内側と外側のどち6にがけるかを設定すること 
メモ ができます（^10-4ぺージ)。 

•発信元情報は、ユーザモード（^2-5> 2-6 ページ）か6登録することができます。 
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国日付と時刻を設定する 


m 


ユー ザモード キーを押します。 

◄(-) キーまたは ► (+) キーを押して 
「7.タイ7-セツテイ」を選択しまず。 


トウ□ク/セジテイ_ 

7. タイ7—セツテイ 


OK キーを2回押しまず。 

現在設定されている日付と時刻が表示されます。 


例： 


ヒツ '' ケ/シ•コクセット 

’03 01/17 12:10 


テンキーを使って、年、月、曰、時刻の順 
に、正しい日付と時刻を入力し、最後に 
OK キーを押しまず。 


例： 


ヒツ‘ケ/シ‘〕クセット 

’03 01/17 15:30 


タイ7— セツテイ 
2,才ートクリア 


• ◄(-) キーまたは ►(+) キーを押して > 変更 
したい数字の下に力ーソルを移動し> テンキ 
一で人力します。 

• 年は> 最後の2巧のみを人力しまず。 

-時刻は、24時圍おまで人力します（例：午後 
1:00は13:00とします）。 

ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 


国ファクス/電話を号と氏名/を社名を登録する 


因 


ユー ザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を選び、 OK キ 
一を4回押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4. ファクスキノウセツテイ 


例： 


ユーヴ '‘ TEL 
TEL = 


テンキーを使ってあなたのファクス番号を 
入力しまず（スペースを含めて最高20朽ま 
で)。正しく入力したら、 OK キーを押しま 
ず。 


例： 


ユーヴ '‘ TEL 


0 3 3 7 5 8 2 1 1 1 


ドンつ カイセンセツテイ 
2. カイセンシュルイセンタク 


ファクス/電話番号がずでに登録されていると 
きは，その番号が表示されます。変更するに 
は、テンキーを使って人力します。 

スぺースを入力するには， フアンクシヨン キ 
一を 押してか6 スぺー スキーを 押します。 

闇違って人力したときは、 ◄(-) キーを押ず 
か、 フアンクシヨン キーを押してか6 削除 丰 
一を押し、最後に人力した数字か5順に削除 
します。 フアンクシヨン キーを押してから ク 
y アキーを押し、入力した数字をずべて削除 
することちできます。 


囚 


H 冨本的な設定 
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□ 


且 


因 


ユーザモード キーを 押し、 ◄(-) キー また 

は ►(+) キーを押して「2.ユ-ザ' リャクシヨ 
ウトウ□ク」を選びまず。選択したら OK キ 
一を押しまず。 


キホンセツテイ 

例： 2.ユーヴ‘リャクシヨウトウ□ク 

マ 


テンキーを使ってあなたのを前または会せ 
をを入力します（スペースを含めて最高24 
文字まで）。正しく入力したら、 OK キーを 
押しまず。 


:ア 

例 ： I キヤノ 2 _ 


キホンセツテイ 
3, A ツシンモトキ□ク 


• 文字の入力のしかたについては、2-1~2-3ぺ 
-ジを参照してください。 

-名前または会社名がすでに登録されている場 
合は、そのを前が表示されます。変更するに 

は、 フアンクシヨン キーを押してから ク U ア 
キーを押して前回の人力を削除し，おたに入 
力します。 

• スペースを入力するには、 フアンクシヨン キ 
一を 押してか6 スぺー スキーを 押しまず。力 
ーソルがちに移動します。 

• 闇違って人力したときは、 ◄(-) キーまたは 
► {+) キーを押して削除する文字の下にカー 
ソルを移動し， フアンクシヨン キーを押して 
か6 削な キーを押しまず。力ーソル位置の文 
字が削除されまず。 フアンクシヨン キーを押 
してか6 クリア キーを押し、入力した文字を 
すべて削除することちできます。 

□ストップ/リセット キーを押して、スタン 

バイモードに戻しまず。 
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国ユーザデータリストを印刷して巧信元情巧を確認する 

登録した発信元情報を磕認し> 現在の設定をチェックずるためには、ユーザデータリストを印刷します。 


百 

曰 


m 


ユーザモード キーを 押しまず。 

◄(-) キーまたは ► (+) キーを押して 
「8.リストフ。リント」を選び、 OK キーを2 
回押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
8,リストフ。リント 


リストフ。リント 
1. ユーヴ ''テ''-夕 


. LCD がスタンバイ モー ドに戻り、 ユーザデー 
タリストが EP 刷されます。 

• ユーザデータリストは、 レポー トキーを使つ 
て EP 刷することわできまず（^3-10ぺージ)。 


発信元情報はリストの最上部に EP 刷されます。本機の現在の設定値はその下に印刷されます。 


















電話回線の種類を設定する 


本機を使う前に、電話回綜の種類を正し<設定して<ださい。本機を接続している電話回線の種類がわ 
か6ないときは、最寄りの電話会社に聞い合わせてください。現在の設をは、ユーザデータリストを印 
刷すればチェックできます（^2-7ぺージ)。設定を変更するには、次の操作を巧います。 



ユーザモード キーを押しまず。 

イ （一) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を還び、 OK キ 
一を3回押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4. ファクスキノウセツテイ 


デンつ カイセンセツテイ 
1 . ユーヴ '' T E L 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「2.力仆ンシュルイセンタク」を選び、 OK キー 
を押しまず。 


テ'' ンワカイセンセツテイ 
2,カイセンシュルイセンタク 


カイセンシュルイセンタク 

フ"ツシュカイセン 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して設定 
ずる電話回線の種類を選びまず。 


カイセンシュルイセンタク 
例：_ ダイヤルカイセン 

•口’ッシュカイセン」または「ダイヤルカイセン」 
を逞びまず。 


I プッシュ回線の場合 

且 OK キーを押しまず。 


デンつ カイセンセッティ 
3. ソウシンスタートスピード 


0ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 


I ダイヤル回線の場合 

且 OK キーを押しまず。 


ダイヤルスヒ’ードセンタク 
例：!_ goppsi 

回 ◄(-) キーまたは ►(+) キーを押して、回 
線速度を還びまず。 


夕‘イヤルスヒ ’ー ト '' センタク 


•「2 0PPS 」 または nopps 」 を還びます。 
Q OK キーを押しまず。 


デンつ カイセンセツテイ 
3,ソウシンスタートスヒ•ード 


回ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 
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スピードダイヤルの登録 


スピードダイヤルとは 


スピードダイヤルとは、あ6かじめ送信先のファクス/電話番号とを前をワンタッチダイヤルまたは短 
縮ダイヤルに登録しておき、簡単にダイヤルするち法です。登録した番号は、1つまたはいくつかの数 
のキーを押すだけでダイヤルできます。 

国スピードダイヤルの方法 

スピードダイヤルには、次の3つの方法がありまず。 

■ ワンタッチダイヤル（一 3-2 ぺージ） 

ワンタッチダイヤルにファクス/電話番号を登録しておくと、ワンタッチダイヤルキーを押すだけで 
ダイヤルできまず。30件まで登録できます。 

■ 短縮ダイヤル（一 3 -已ぺージ） 

短縮ダイヤルじファクス/電話番号を登録しておくと、 短縮 キーを押してか6、登録した2巧の数字 
のキーを巧すだけでダイヤルできます。100件まで登録できます。 

■ グループダイヤル（一 3-8 ぺージ） 

1つのワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに、すでに登録されているワンタッチダイヤル、短縮ダイ 
ヤルをまとめて登録することができます。グループダイヤルを登録しておくと、1つまたはいくつか 
のキーを押すだけで、同じ原稿を複数の宛先に一をにを信できます。グループは129件まで登録で 
きます。 

本章にしたがってスピードダイヤルを登録してください。 

^ .スピードダイヤルを使ってダイヤルするちまについては、 4-4 〜 4-6 ぺージを参照してくださ 
メモい。 


スピ—ドダィャルの登録 
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ワンタッチダイヤル 


国ワンタツチダイヤルを登録する 



ユーザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「5.アテサキトウ□ク」を選び、 OK キーを2 
回押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
5,アテサキトウ□ク 


ワンタッチダイヤル 

例： I 01= 日3 3 4 5 5 9 0 0 0 

◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押してワン 
タッチダイヤルキー （01 〜 30) を選び、 
OK キーを2回押しまず。 


ワンタツチタ'' イヤル 
例：い-_ 


テ'' ンワ / r ンコ''ウ 
TEL = 

. ワンタッチダイヤルキーを直接押して選ぶこ 
とちできます。 

• ファクス/電話番号がすでに登録されていると 
きは、その番号が表示されます。 

• グループがずでに登録されているときは、 

「グル-アグイヤル」と表示されます。 


□ テンキーを使って巧先のファクス/電話番 
号を入力しまず（スペースとポーブを含め 
て120巧まで入力できまず）。入力後 、 OK 
キーを2回押しまず。 

テ'' ンワ / r ンコ''ウ 

例： I T E L = 0 8 2 2 4 8 9 0 0 0 _ 

で 


• スぺースを入力ずるには、 フアンクシヨン キ 
一を 押してから スぺー スキーを押します。力 
ーソルが次の巧に移動します。スペースは番 
号を読みやすくするためのもので、ダイヤル 
するときは無視されまず。 

• ポーズを入力するには、 リダイヤル/ポーズ丰 
一を押します（一 7-1 ページ)。 

• 間違って入力したときは、 ◄(-) 丰一または 
► (+) キーを押して削除ずる数字の下にカー 
ソルを移動し， フアンクシヨン キーを押して 
か 6削な キーを押します。カーソル位置の数 
字が削除されます。 フアンクシヨン キーを押 
してか 6ク y アキーを押し、人力した数字を 
すべて削餘ずることわできます。 

の 
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胃テンキーを使って、宛先のを前を入力しま 
ず（スペースを含めて最高で16文字まで)。 

可 

例： I キヤノン A ン A '' イヒ□シス 
• 文字の入力のしかたについては、 2-1 〜 2-3 ぺ 
ージを参照してください。 

□ OK キーを押しまず。 

I ワンタッチタ'' イヤル 

例 ： C 5-_ 

• 続けて他のワンタッチダイヤルを登録ずると 
m きは、手順 3 W 降の操作を繰り返します。 


U ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 

像 .ワンタッチダイヤルキーに巧先ラベル 
メ f を目よっておくと、ダイヤルずるときに 
キーを簡単に見分けることができます。 








国ワンタッチダイヤルのファクス/電話ま号やち前を巧ち、削除する 


□ 

曰 


回 


因 


r ワンタッチダイヤルを登録ずる」の手順 
1〜2の操作を行いまず (一3。ぺージ）。 


◄ (-) キーまたは ►(+) キーを押して、変 
更または削除ずるワンタッチダイヤルのキ 
一を選び、 OK キーを2回押しまず。 


ワンタッチダイヤル 

例： I 0 6 = 0117 2 8 9 9日日 


テ'’ ンワ)い]'' ウ 
例： ItEL = 0 1 1 7 2 8 9 9 6 6 

. ワンタッチダイヤルキーを直接押して達ぶこ 
とちできます。 


I 変更する場合 

フアンクシヨン キーを押してから ク U アキ 
一を押し、登録されているファクス/電話 
番号を削除して、新しい番号を入力しまず。 
入力後、 OK キーを2回押しまず。 


テ'’ ンワノ、'‘ンコ'’ウ 
TEL 二 011728 

9 0 0 0 



キヤノン/ I ン A " イ 

サツホ’ □_ 

:ァ 


-ファクス/電話番号を変更しないときは、手順 
2の操作の後に OK 丰一を2回押します。 

• スぺ ースを 入力ずるには、フアンクシヨン キ 
一を 押してからスぺー スキーを 押します。力 
ーソルが次の巧に移動します。スペースは番 
号を読みやすくするためのもので、ダイヤル 
するときは無視されます。 

-ポープを入力するには、リダイヤル/ポーズ丰 
一を押します。 

• 聞違って入力したときは、 ◄(-) キーまたは 
► (+) キーを押して削餘ずる数字の下にカー 
ソルを移動し、フアンクシヨンキーを押して 
か6削除丰一を押しまず。カーソル位置の数 
字が削除されます。 


□ フアンクシヨン キーを押してから ク U アキ 
一を押して前回入力したを前を削除し、新 
しいを前を入力しまず。入力後、 OK キー 
を押しまず。 


:ア 

例： I キヤノン A ン A '' イサツホ•旦 
ワンタツチタ'' イヤル 

例 ： C 7=_ 

• 名前を変更しないときは、手順3の操作の後に 
OK キーを押しまず。 

• 文字の入力のしかたについては、 2-1 〜 2-3 ぺ 
-ジを参照してください。 

且ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 


■削除する場合（上記の手順1〜2の操 
作を先に行います。） 

回フアンクシヨン キーを押してから ク U アキ 
一を押し、ファクス/電話番号を削除しま 
ず。削除後、 OK キーを押しまず。 



子' ンワ A '' ンコ''ウ 

TEL 二 



ワンタッチダ' イヤル 

2,ナ7ェ 


• ファクス/電話番号を削除すると、登録されて 
いたを前も自動的に削除されまず。 

0ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 
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短縮ダイヤル 


国短縮ダイヤルを登録する 


テンキーを使って宛先のファクス/電話番 
号を入力しまず（スペースとポープを含め 
て120巧まで入力できまず）。入力後、 OK 
キーを2回押しまず。 

テ'’ンワ / r ンコ''ウ 

例： ItEL = 07 日2 419 0 0 0 

可 


• スぺースを入力ずるには、フアンクシヨンキ 
一を 押してからスぺースキーを押します。力 
ーソルが次の巧に移動します。スペースは番 
号を読みやすくするためのもので、ダイヤル 
するときは無視されまず。 

-ポーズを入力するには、リダイヤル/ポ ーズキ 
一を押します。 

-間違って入力したときは、 ◄(-) 丰一または 
► (+) キーを押して削除ずる数字の下にカー 
ソルを移動し，フアンクシヨンキーを押して 
か6削なキーを押します。カーソル位置の数 
字が削除されまず。フアンクシヨンキーを押 
してからク y アキーを巧し，入力した数字を 
すべて削除ずることわできまず。 

テンキーを使って、巧先のを前を入力しま 

ず（スペースを含めて最高で16文字まで)。 

で 

例： I キヤノン A ン A '' イキヨウと _ 

• 文字の入力のしかたについては、2-1~2-3ぺ 
-ジを参照してください。 


凸 

曰 


且 


□ 


囚 


ユー ザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.アテサキトウ□ク」を還び、 OK キーを押 
しまず。 


トウ□ク/セッティ 
5,アテサキトウ□ク 


7所ン熙 V ィャル 


アテサキトウ□ク 
2,タンシュク ダ イヤル 


例： 


タンシュクタ '' イヤル 

*00= 975 2419000 


例： 


タンシュクタ '' イヤル 
本0 2 = 


テ'' ンワ A '' ンコ''ウ 
TEL = 


且 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.タンシュクタ'' イヤル」を選び、 OK キーを 
押しまず。 


イ（一 ） キーまたは >( + ) キーを押して短縮 
ダイヤル番号の〇〜 99) を選び、 OK キー 
を2回押しまず。 


回 


巧湿キーを押してから、テンキーで2巧の短縮 
ダイヤル番号を人力することもできます。 
ファクス/電話番号がすでに登録されていると 
きは、その番号が表示されます。 

グループがずでに登録されているときは、 

「グル-了ダイヤル」と表示されます。 


の 


スピ—ドダィャルの登録 
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B 

OK キーを押しまず。 

回 


朽 II : 

タンシュクタ '' イヤル 
本0 3 = 




-続けて他の短縮ダイヤルを登録するときは、 



手順 4 t (降の操作を繰り返します。 


囚 





ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 

終 •短縮ダイヤルリストを印刷して、登録 
されている番号や名前を殖認できまず 
(一3-10、 3-11 ぺージ)。このリストを 
本機の側に置いておくと、ダイヤルず 
るときに便利です。 
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国短瓶ダイヤルのファクス/電話番号やち前を巧ち、削除する 



r 短縮ダイヤルを登録する」の手順1から3 
の操作を斤います（一 3-5 ページ)。 


◄(一） キーまたは ►(+) キーを押して、変 
更または削除ずる短縮ダイヤル番号を選び 
まず。 


タンシュクタ'' イヤル 

例：1*0 3= 日19 6 4 6 9 0 0 0 
-巧縮キーを押してから、テンキーで2巧の短縮 
ダイヤル番号を入力することもできます。 


OK キーを2回押しまず。 

テ'’ンワ A '' ンコ''ウ 

例： ItEL = 0 1 9 6 4 6 9 0 0 0 


I 変更する場合 

フアンクシヨンキーを押してからク U アキ 

一を押し、登録されてし'!るファクス/電話 

番号を削除して、新しい番号を入力しまず。 

入力後、 OK キーを2回押しまず。 

テ'’ンワ A '' ンコ''ウ 

例： ItEL = 0 1 9 6 4 6 9 9 6 6 

マ 

例： I キヤノン A ン A '' イヤ7才力_ 

-ファクス/電話番号を変更しないときは，手順 
3の操作の後に OK 丰一を2回押します。 

• スペースを入力ずるには、 フアンクシヨン キ 
一を 押してから スぺー スキーを 押します。力 
ーソルが次の巧に移動しまず。スペースは番 
号を読みやすくするためのもので、ダイヤル 
するときは無視されまず。 

-ポープを入力するには、 リダイヤル/ポーズ丰 
一を押します。 

• 聞違って入力したときは、 ◄(-) 丰一または 
► (+) キーを押して削餘ずる数字の下にカー 
ソルを移動し、 フアンクシヨン キーを押して 
か6 削な キーを押します。カーソル位置の数 
字が削除されます。 


且フアンクシヨンキーを押してからク U アキ 
一を押して前回入力したを前を削除し、新 
しいを前を入力しまず。入力後、 OK キー 
を押しまず。 


:ア 

例： I キヤノン A ン A '' イモ U 才丑 

タンシュクタ '' イヤル 
例： L * 0 4 = 

• 名前を変更しないときは、手順4の操作の後に 
OK キーを押します。 

• 文字の入力のしかたについては、2-1~2-3ぺ 
-ジを参照してください。 

0ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 


■削除する場合（上記の手順1〜3の操 
作を先に行います。） 

□ フアンクシヨンキーを押してからク U アキ 
一を押し、ファクス/電話番号を削除しま 
ず。削除後、 OK キーを押しまず。 



テ'’ ンワ;、'‘ンコ'’ウ 

TEL 二 



タンシユクタ‘' イヤル 

2. ナ7エ 


• ファクス/電話番号を削除すると、登録されて 
いたを前も自動的に削除されまず。 

且ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 

















グループ ダイヤル 


国グループダイヤルを登録する 


凸 

曰 


且 


□ 


岛 


ユーザモード キーを 押します。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.アテサキトウ□ク」を還び、 OK キーを押 
しまず。 


トウ□ク/セッティ 
5,アテサキトウ□ク 


アテサキトウ□ク 
1. ワンタッチダイヤル 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.グル-フ’ダ仆ル」を選び、 OK キー 
を押しまず。 


アテサキトウ□ク 
3 .グル—フ’ダイヤル 


グル-フ’ダイヤル 
例： I 01=ワンタッチタ '' イヤル 

グループを登録ずるワンタッチダイヤルま 
たは短縮ダイヤルの番号を選びまず。 

侈 •すでに登録されているワンタッチダイ 
メモ ヤルや短縮ダイヤルを使いたい場合は、 

登録済みのファクス/電話番号やグルー 
プをあ6かじめ削除しておきます 
(一3-4、 3-7 ページ)。 


I ワンタッチダイヤルキーに登録する 

+ 日 A 

扇 □ 

◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、グ 
ループダイヤルを登録ずるワンタッチダイ 
ヤルキーの1〜 30) を選び、 OK キーを2 
回押しまず。 

グル-フ•ダイヤル 
例：日3二_ 

TEL = 


• ファクス/電話番号やグループがずでに登録さ 
れているときは、「ワンタッチタ‘イヤル」または 
「グル-フ‘ダイヤル」と表示されます。 


I 短縮ダイヤルに登録する場合 

短縮キーを押してから、グループを登録ず 
る短縮ダイヤルの番号の〇〜 99) をテン 
キーで入力し、 OK キーを2回押しまず。 

グル-フ•ダイヤル 
例： 1*21 =_ 

TeT^ 


• ファクス/電話番号やグループがすでに登録さ 
れているときは、 r タンシュクタ‘イヤル」または 
「グル-アグイヤル」と表示されます。 

因 
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キヤノン 


I 短縮タイヤルを登録する場合 

短縮 キーを押してから、グループに登録し 
たい宛先の2巧の短縮ダイヤル番号をテン 
キーで入力しまず。この操作を、登録した 
いずべての宛先に対して繰り返し、最後に 
OK キーを2回押しまず。 


例： 


テンキーを使って、グループのを前を入力 
します（スペースを含めて16文字まで入力 
できます）。 


例： 十ヤノン？ルーノ’ し _ 

• 名前を登録しないときは、この操作は不要で 
ず。 

• 文字の入力のしかたについては、2-1~2-3ぺ 
-ジを参照してください。 

OK キーを押しまず。 

グル-フ•ダイヤル 

例： 1*じこ二 _ 

• 続けて他のグループを登録するときは、手順4 
W 降の操作を繰り返します。 

ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 

^ .グループダイヤルリストを印刷ずると、 
メモ グループに登録されている巧先の ファ 

クス/電話番号やを前を殖認することが 
できます（一3-10> 3-12 ぺージ）。こ 
のリストを本機の側に置いておくと、 
ダイヤルするときに便利です。 


且 I グループダイヤルに登録ずる宛先を、ワン 
タッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの番号 
で選びまず。 

• グループじ登録できるのは、ワンタッチダイ 
ヤルや短縮ダイヤルにずでに登録されている 
宛先のみです。 

-グループ内に登録した宛先を ◄(-) キーまた 
は ►(+) キーを押して痛認することができま 
ず。 

-グループ巧の巧先を削除するときは， ◄(一） 

キーまたは ►(+) キーを押して削除する巧ホ 
を表示し> フアンクシヨンキーを押してか 
らクリアキーを押します t クリアシの夕」 □ 

と表示されます)。 

-グループ巧の巧先をすべて削除ずるには、 

フアンクシヨンキーを押してか6ク U アキ 

一を押す操作を、すべての巧先が削除され 
るまで繰り返します。グループ内の巧先を 
すべて削除すると、そのグループは削除さ 
れます。 

. t (前に登録したグループがある場合には、す 
ベての番号を削除してもグループ名は削除さ 
れません。グループを削除ずるときは、グル 
-プさも消去してください。 D 

-登録を中止ずるには、手順4で OK キーを押す 
前に ストップ/リセッ トキーを押します。スタ 
ン バイ モー ドに戻りまず。 


■ワンタッチ ダイヤルを登録す る 場合 0 

グループに登録したい宛:先のワンタッチダ 
イヤルキーを押します。この操作を、登録 
したいずベての巧先に対して繰り返し、最 
後に OK キーを2回押しまず。 

fni^ 0 3 3 4 5 5 9 0 0 0 
例： 01 キヤノン A ン n ' ‘イ _ 

- 


ア 


nD 

6力 
9才 
9リ 
モ 

- 

4 * 

no 

9 k 


スピ—ドダィャルの登録 


—I OJ 

E 〇 

本 
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スピードダイヤルリス 


スピードダイヤルに登録したファクス/電話番号の一覧を印刷できます。印刷したリストを本機の側に 
置いておくと、ダイヤルするときに便利です。 

国スピードダイヤルリストを印刷する 


n ユーザモード キーを 押しまず。 

且 ◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「8.リストフ’リント」を選び、 OK キーを押 
しまず。 



トウ□ク/セッティ 

8. リストフ。リント 



リストプリント 

I . ユーヴ ''テ''—夕 


且 ◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「2.ダイヤルリスト」を選び、 OK キーを押し 
まず。 



リスト了リント 

2.ダ仆ルリスト 



ダ仆ルリスト 

I . ワンタッチダイヤルリスト I 


□ ◄(-) キー または ►( + ) キーを 押して EP 刷 
するリストを選びまず。 


ダイヤルリスト 

例： 2. タンシュク う。 イヤルリスト1 

-次のリストが違べまず。 

-ワンタッチダイヤルリスト1 
-タンシュクダイヤルリスト1 
-グループダイヤルリスト 


且 OK キーを押しまず。 

タンシュクタ''イヤルリスト1 
例： 1 . ソートソ少イ _ 

• 手順4でワンタッチダイヤルリスト1または夕 
ンシュクダイヤルリスト1を違んだときは、 

◄ (-) キー または ►(+) キーを 押して「ソ ート 
スル」または r ソ-トシナイ」 を 還び送信ホの印 
吊額唐を達がします。 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルの番号順 
で EP 刷するときは、「1,ソートシナイ」を違び 
ます。 

名前順で EP 刷するときは、「2.ソ-トスル」を 
達びまず。 

□ OK キーを押しまず。 

• リストが印刷され、スタンバイモードに戻り 
ます。 

像 •レポー トキーを使ってリストを印刷ず 
メモ ることわできます。 フアンクシヨン キー 
を押してから レポート丰 一を押し、手 
順3じ(降の操作を巧います。 
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ソート出力しないとを：短縮ダイヤルの番号順 


兩八ク•ル -： T B I 

キヤノン H 川‘イキヨウト 
キヤノン A 川■イナ II 
キヤノン U 川‘イモリオカ 
がハヒ□シマ ♦ 


ソート出力ずるとさ：名前順 


番号 


相手先略称 


2003 01/17 14:40 FAX 03 3758 2111 


囚001 


短縮グイトル電話き号リスト1 


リストのサンプルを次に示します。 

■ ワンタッチダイヤルリスト1 



ソート出力しないとき：ワンタッチダイヤルの番号順 ソート出力ずるとき：名前順 


■短縮ダイヤル U スト1 


2003 01/17 14:40 FAX 03 3758 2111 キヤノンホン'ンヤ 回 001 


番号 


苗 00]' 

\082 2 

【*01] 


019 6 

【幸 02] 


075 2 

【幸 03] 


098 8 

【*10] 

)- 

グル-つ。 


巧手の電話番号 


グル-フ‘夕‘イヤル 
075 2419000 
098 867 9000 
019 646 9000 
082 248 9000 


0 2 3 10 
10 0 0 0 

木木本木本 


) 


スピ—ドダィャル S 録 


3-11 



























































■ グルー プダイヤルリスト 


2003 01/17 14:40 FAX 03 3758 2111 


[本 10] キヤノングル-フ • 2 

[10] キヤノングル-〕 • 1 


グル-7グイ啊レ電話番号リスト 


[本 02] 075 2419000 
[* 03] 098 867 9000 

[* 01] 019 646 9000 
[ 01] 03 3455 9000 
[ 02] 011728 9000 
[03] 022 265 9000 


国リストの EP 刷を中止する 

リストの EP 刷を違択したあとで、中止することわできます。 


ユー ザモード キーを押します。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「8.リストフ’リント」を達び、 OK キーを押 
しまず。 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
印刷を中止ずるリストを選び、 OK キーを 
押しまず。 


例： 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「3.レホ’ートチュウシ」を選び、 OK キーを 
押しまず。 


◄ (-) キーを押して「ハイ」を選びまず。 

• リストの印刷が中止されます。 

•印刷を続けるときは， ►( + ) キーを押して 
「イイエ」を違びます。 


メモ 


例： 


レが-トシ‘ヨウキヨウ 
本0日夕''イヤルリスト 


リストの印刷は、レポートキーを使っ 
て中止することもできます。ファンク 
シヨンキーを押してか5レポートキー 
を押し> ◄(-) キーまたは ►{ + )+— 
を押して「5.レホ’-トチュウシ」を違び、 
OK キーを押しまず。 

システムモニタキーを使って中止ずる 
ときは、システムモニタキーを4回押 
し，◄(一）キーまたは ►( + ) キーを巧 
して中止したいリストを違び> OK 丰 
一を巧しまず。 


リストフ。リント 
3,レホ■—トチュウシ 


レが-トシ'' ヨウキヨウ 
*00 ダイヤルリスト 


レがートヲチュウシシマスカ？ 

< A イ イイエ> 



凸 


且 


トウ□ク/セッティ 
8,リストフ。リント 


リスト了リント 
I . ューヴ ''テ''-夕 


卜 

ゥ 


才 

3 A U ツソ 
キナ モサセ 

イイ イイイイ 

ツツツけツ 

ンン ンソンン 
ノノ ノノ ノノ 

V V V V P V 
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ファクスを送信ずる 


ファクスを送る前に 


国送信できる原稿 

送信できる原稿についての詳しい説明、およびセット方法や選択方法じついては、「ユーザーズガイド」 
を参照してください。 

国画質を設定する 

本機はキヤノンの超高品質画像処理テクノ □ ジ ー UHQ ™ によって、原稿にきわめておい画質でファクス 
を送信できまず。解像度や濃度を原稿に合わせて設定できます。 

嫁 •原稿の読みこみ中は、設定を変更できません。 

メモ 

お像度ををえる 

画質のきめ細かさを解像度で設定しまず。解像度をほ<ずると，文字や画像の線がギザギザで粗<なり 
ます。解像度を高くすると、文字や画像の線はなめ6かになリ> 細かい部分まではっきりとしたファク 
スをち信できます。 




解像度が高いほど画質は良くなりますが> 适信時闇は長<なりまず。 


□ 


ファクスキーを押してから 画質 キーを押 
し、解像度を選びまず。 


且 OK キーを押しまず。 


例 


ファクスカイソ'' ウド 


セツテイ 
ヒヨウシ'' ユン 


例 


2 0 0 3 0 1 /17 FRI 

I 已： 3日 

シ''ドウ 

フアイン 


i 


画質 キーを何回か押して、次の解像度か6還 
びます。 

-ヒヨウシ'' ユン 

a 常ので字原稿に適しています。 

-フアイン 

細かい文字原稿に適していまず。 

-シヤシン 

写真を含む原稿に適していまず。 

-ス ー /、• ーフ アイン 

細かい文字原稿や線画原稿に適しています 
化ヨウシ‘ユンの4倍の細かさで送信します）。 
-ウルトラフアイン 

細かい文字原稿や線画原稿に適しています 
化ヨウシ'' ユンの8倍の細かさで送信します）。 


メモ 


ユーザモードの設定により，オートク 
リア機能が働いたときや原稿を読みこ 
んだあと、解像度を r ヒヨウシ'' ユン」な 
どお好みの設をに自動的に戻すことが 
できまず。 

初期設定は 「 FAX ホ—ムホ’シ’シ3ン」の 
r カイソ'' ウド」が r シナイ」に設定されて 
いるので、 画質 丰一で選んだ解像度は 
変わりません（^10-9ぺージ)。 


I ファクスを送信する 
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読み取り濃度を設定する 

送信ずる原稿を読みこむ前に> 読み取り濃度を薄くしたり、濃くしたりずることができまず。 


曰 

因 


濃度 キーを押してミ農度を還びまず。 

ヨミトリノウドセット 
例：!_ 2 m 

-濃度 キーを何回か押して、次の読み取り濃度 
か6違びます。 

-ウスク 

文字やちが濃い原稿に適していまず。 

-フッウ 

普通の灌さの EP 刷原稿に適しています。 

- つク 

文字や色が薄い原稿に適していまず。 


OK キーを押しまず。 


2003 01/17 FR I 15:30 
例： I シ•ドウ ヒヨウシ'' ユン 


^ •ユーザモードの設をにより，オートク 
メ f リア機能が働いたときや原稿を読みこ 

んだあと、読み取り濃度を「フツウ」な 
どお好みの設定に自動的に戻すことが 
できまず。初期設定は 「 FAX ホ-ムホ’':/ 
シヨン」の r ヨミトリノウド」が「シナイ」 
に設定されているので、 濃度 キーで違 
んだ読み取り濃度は変わりません 
(10-9 ぺージ)。 

• 3種類の i 売み取 U 濃度（ウスク、フツウ、コ 
ク）の濃さは、ユーザモードの r ヨミトリ 
ノウドセット」で設をできまず 
卜 10-4 ページ）。 


国ダイヤルのしかた 

巧先へのダイヤルのしかたには、次の方法があります。 

■ スピードダイヤルを登録していない場合 

. 通常のダイヤル 
. リダイヤル 

■ スピードダイヤルを登録している場合 

• ワンタッチダイヤル 
-短縮ダイヤル 
. グループ ダイヤル 
-電話帳ダイヤル 

像 .登録したファクス番号は、宛先ラベルやスピードダイヤルリストで殖認できます（^3-10〜 
メモ 3- 12ぺージ）。 

•スピードダイヤルの登録については，「3章スピードダイヤルの登録」を参照してください。 

• 本機をファクスモードに切り替えてか6ダイヤルしてください。 
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通常のダイヤルのしかた 

電話をかけるときのようにファクス番号をテンキーで順に押してか6> スター トキーを押します。 


TEL= 0337582111 

例：_ 

• 圍違ったを号を入力したときは、 ストップ/リセット キーを押すか、 フアンクシヨン キーを押してか 
5クリア キーを押して番号を削除し> 正しい番号を入力します。 


例： 

①_ 

®®® の®®®ののの 



コヒー ファクス 

r g I r 限 I 




贷资環を 
1010 避感 
る货资環？ 


机丘 


基0 

5) 薪0 

一〇矿 


5 =□ no 5 mg 5 5 

□ □ □ 己 □ 

的〇 5 5 5 5 5 5 
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ワンタッチタイヤルのしかた 

ファクス番号が登録されているワンタッチダイヤルキー（01~30)を押します。 
例： 


TEL= 0 3 3 4 5 5 9 0 0 0 
例： 01 キヤノン A ン A '' イ _ 

• ワンタッチダイヤルに登録されているを信ホのファクス番号が表示されまず。 

• 聞違ったワンタッチダイヤルキーを押したときは、 ストップ/リセット キーを押してか正しいワ 
ンタッチダイヤルキーを押します。 

• ワンタッチダイヤルキーに何も登録されていない場合は、「ミトウ□クテ''ス」と表示されます。 




聲 


赁環環疫 
资を™®，© 
7© 沒贸夢 


S 已 

S 


5笛〇 

5) Soso 

なす 


抑 □ 5 "□ 5 5 

□ □ □ C □ □ 

□ 5 Mo 5 5 5 s 5 


① 
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075 2419000 
キヤノン A ン / r イキヨウト 


例： 


短縮ダイヤルに登録されている送信先のファクス番号が表 7 K されます。 

圍違った短縮ダイヤル番号を押したときは、 ストップ/リセット キーを押します。わう一度巧縮キー 
を巧してか6、正しい短縮ダイヤルを号を押しまず。 

短縮ダイヤル番号に何も登録されていない場合は、 r ミトウ□クテ''ス」と表示されまず。 


グループダイヤルのしかた 

複数の送信先が登録されているワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使ってダイヤルします。 

I ワンタッチダイヤルキーに登録されているグループにダイヤルする場合 

送信先のグループが登録されているワンタッチダイヤルキーを押します（一 4-4 ページ)。 


例 


下£し=ク''ルーフ’夕''イヤル 
0 3キヤノンク '' ルーフ"； 


送信先グループをが表示されます。 

聞違ったワンタッチダイヤルキーを押したときは、 ストップ/リセット キーを押してか正しいワ 
ンタッチダイヤルキーを押します。 

ワンタッチダイヤルキーに何も登録されていない場合は、「ミトウ□クテ’ス」と表示されます。 


短縮ダイヤルのしかた 

短縮 キーを巧してから、テンキーで2巧の短縮ダイヤル番号 （00-99) を押します。 
例： 


―I OJ 

E 〇 

.木 


I ファクスを送信する 


g ® 還な) 

资资環を 
_,资を|®。© 
U 7©@贸淳 



① 


5 5 = 〇 。0 6 M0 5 5 

□ □ i □ロロ 

"05555555 
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■短縮ダイヤル番号に登録されているグループにダイヤルずる場合 

短縮 キーを押してから、送信先のグループが登録されている2巧の短縮ダイヤル番号を押しまず（一 
4-目ぺージ)。 

TEL ニク'‘ルー了 ダ イヤル 
例： 本21 キヤノソクルーノ' _ 

-送信先グループをが表示されます。 

-聞違った短縮ダイヤル番号を押したときは、 ストップ/リセット キーを巧しまず。もう一度 巧 縮 キー 
を押してか6、正しい短縮ダイヤル番号を押します。 

-短縮ダイヤル番号に何も登録されていない場合は、 r ミトウ□クテ''ス」と表示されまず。 


電話帳ダイヤルのしかた 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル，グループダイヤルに登録されている柜手先のを前を検索してダイ 
ヤルできます。 

柜手先の名前がわかっていて、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル番号がわか6な 
いときに便利です。 



電話帳 キーを押しまず。 


ア 


-巧手先が登録されていないときは> r ミトウ□ク 
テ'' ス」と表示され、ダイヤル入力画面じなり 
ます。 


横索ずるを前の先頭文字をテンキーで入力 
しまず。 

たとえば、チで始まる巧手先を検索するときは、 
4(夕 GHI ) キーを2回押します。 

OK キーを押しまず。 

-人力した文字で始まるを前か5あいうえお/ア 
ルファべ、ソト順に巧手先が表示されます。 

• 指定した文字で始まる相手先がないときは、 
次のあいうえお/アルファべ、ソト順の文字で始 
まる柜手先が表示されまず。 


□ ◄(一）キーまたは ►( + ) キーを押して柜手 
先を選びまず。 

• ►{+) キーを押ずごとに、あいうえお/アルフ 
ァベ、ソト順にち手先が表示されます。 

◄卜）キーを押ずごとに逆順で表示されまず。 

-最後の巧手先が表示されると、最初の巧手先 
に戻ります。 

且 OK キーを押しまず。 

• 柜手先のファクス番号と名前> または「グル 
-フ‘ダイヤル」とグループをが表示されまず。 
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I 


送信のしかた 


国メモリ送信 

本磯は、を信ずるすべての原稿をいったんメモリに読みこんでか6巧手先を呼び化し、送信を開始し 
まず。 

本機は複数の処理を同時に巧えるため、原稿を読みこんでメモリに保をしているときでも、ファクスを 
受信したり> EP 刷したりすることができます。 

メモリには約250ページ*の原稿を保存できますが，写真や絵がをい原稿，文字が細かい原稿などは、 
保存できるページ数が少なくなりまず。 

* キヤノン FAX 標準チャート N 0.1、標準モード使用時 

嫁. メモリ使苗量が多いときに原稿を読みこむと、原稿によっては「メモリがイッ A ’ イデ' ス」と表 
メモ 示されることがあります。「メモリカ'' イッ A 。 イデ'ス」と表示されたときに読みこんだ原稿はメ 

モリに保をされず、を信もされません。メモリ巧の文書を印刷または削除したり，「フツウ」な 
どの低いお像度で送信して<ださい。 


凸 


曰 


回 


因 


■ ADF (自動原稿給紙装置）をほつたを信 

フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 


例： 


2003 01/17 FR I 15:30 

シ‘ドウ ヒヨウシ'' ユン 


原稿面を上向きにして ADR こセツトしまず 
(一「ユーザーブ ガイ ド」)。 


ケ‘ンコウカ'' セットサレマシタ 


(読みこみの準備ができました。） 

-お像度を設定するには、 4-1 ページを参照して 
ください。 

-読み取り濃度を設定するには、 4-2 ページを参 
照してください。 

送信先のファクス番号をダイヤルしまず。 


TEL : 


日3 3 7 5 8 2川 


例： 

• ダイヤルのしかたについては、 4-3 〜 4-6 ペー 
ジを参照してください。 

-闇違った番号を入力したときは、 ストップ/リ 
セット キーを押してから、正しい番号を入力 
します。 


凸 


• 闇違って人力したときは、 ◄(一） キーを押ず 
か、 フアンクシヨン キーを押してか6 削除 丰 
一を押し，最後に人力した数字か6順に削除 
します。 フアンクシヨン キーを押してか6 ク 
y アキーを押し，入力した数字をずべて削除 
して、正しい番号を人力する方法もあります。 

• 内線か6クト綜にかけるには、クト綜番号（例え 
ば" 9") を押し、 リダイヤル/ ポーズ キーを押し 
てポーズを人力します。 

スタートキ ーを 押しまず。 

• 原稿の読みこみが始まります。原稿をすべて 
メモリに読みこんだあと> ファクス番号の呼 
び化しが始まります。 

• スピードダイヤルまたはリダイヤルを使って 
ダイヤルした場合、「夕 '' イヤルタイムアウト」が 
「スル」に設定されているときは、 スタートキ 
一を押さなくても、自動的に原稿の読みこみ 
が始まりまず（^10-6ぺージ)。 

• ファクス番号の呼び化しが始まってか5を信 
を中止するには， ストップ/リセット キーを押 
してか 6ィ（一) キーを押します（一 4-9 ペー 
シ‘)。 


の 


I ファクスを送信する 
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• 長さが最大 1 m までの原稿を読みこむこ 
とができまず。 

• ADF には A 4 サイズの原稿を最大50枚 
旧 Og / nf ) までセットできます。 



. 原稿がずベてメモリに読みこまれると、 
スタンバイモードに戻りまず。この時 
点で> 次のを信を予約できます。最大 
で20件まで送信のモ約をすることがで 
きます。 


■ 原稿台ガラスをほつたを信 


像 •原稿が ADF じセットされていると，原稿台ガラスの原稿ではなく、 ADF の原稿を読みこんで 
メモ しまいます。あらかじめ、 ADF か6原稿を取り除いてください。 

•ブックを信 キー， スぺー スキー、 削除 キー、および クリア キーは、 フアンクシヨン キーを押し 

てか6操作します。 

• A 5 サイズの原稿をファクスずるときは、原稿の長辺を> 原稿台の左端にそろえます。原稿の 
長迅が、原稿台にある A 4 サイズのマークと一致するようにします。また、ブックを信の読み 
とリサイズを rA 4 J に指定すれば、 A 5 サイズの原稿の短辺を原稿台の左端にそろえて読みこ 
ませることわできます。 



フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 


2003 01/17 FR I 15:30 
例： I シ''ドゥ _ ヒヨウシ'' ユン 

原稿面を下向きにして原稿台ガラスにセッ 
卜しまず「ユーザーブガイド」)。 

-お像度を設定するには、 4-1 ページを参照して 
ください。 

-読み取り濃度を設定ずるには、 4-2 ページを参 
照してください。 

フアンクシヨン キーを押してから ブックを 
信 キーを押しまず。 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、原 
稿サイズを選びまず。 


フ‘ックソウシンヨミトリサイス'' 

例：_ M 

OK キーを押しまず。 


送信先のファクス番号をダイヤルしまず。 

TEL ^ 0337582111 

例：_ 

• ダイヤルのしかたについては、 4-3 〜 4-6 ペー 
ジを参照してください。 


• 間違って人力したときは、 ◄(-) キーを押ず 
か、 フアンクシヨン キーを押してか6 削除 キ 
一を押し，最後に人力した数字か6順に削除 
します。 フアンクシヨン キーを押してから ク 
リア キーを押し、入力した数字をずべて削除 
してから，正しい番号を人力することわでき 
まず。 

• 巧綜か6外綜にかけるには> クト綜番号（例え 
ば" 9") を 押し、 リダイヤル/ ポーズ キーを 押し 
て ポーズを 人力します。 

Q スタートキ ーを押しまず。原稿がメモリに 
読みこまれまず。 

ツキ'' ノ へ。 ーシ '' :スタートキー 

ヨミ〕ミシュウリョウ ：0 K キ- 


□ 次のページの原稿面を下向きにして原稿台 
ガラスにセットし、 スタートキ ーを押しま 
ず。 

• この操作を繰り返して，原稿をメモリに読み 
こませます。 


因 











m 


ずべての原稿の読みこみが終わったら、 
OK キーを押しまず。ファクス番号の呼び 
出!しが始ま U まず。 

-ファクス番号の呼び化しが始まってか6を信 
を中止するには、 ストップ/リセット キーを押 
してか6ィ（一)キーを押します（^4-9ぺ一 
ジ)。 


終. 1回の送信で，最大が)250ページ*まで 
メモ 読みこむことができます。 

* キヤノン FAX 標準チヤート N 0.1 、 標 
準モード使巧時 


送信を中止する 


メモリ送信を中止する 

■ ADF (自動原稿給紙装置）にセットした原稿を読みこんでいるとを 


I 


ストップ/リセツトキ ーを押しまず。 


ストッ乃-力‘オヴレマシタ 
0 K キーヲオシテクタ‘サイ 


I 


残りの原稿を取り除いて OK キーを押しまず。 
• ADF の途中で止まっていた原稿が自動排紙さ 
れます。 


■ 原稿の読みこみび按ねつているとを 
I 送信中に中止する 
ストップ/リセットキ ーを押しまず。 

-確認のメッセージが表示されます。 


ツウシンヲチュウシ シマスカ? 

< A イ イイエ> 


〇 ◄(一） キーを 押しまず。 

I ド! • ここで中止せずにを信を続けるときは， 
S ’l ►(+) キーを押して「イイエ」を逞びます。 

! V . エラー送信レポートが化力されまず（^8-3ぺ 
!1-ジ)。 

資 •メモリおを キーを使い，メモリに保を 
M’i メモ されている原稿を削除ずることができ 
.;古 ます （^4-18 ぺージ)。 


I ファクスを送信する 
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リダイヤルする 


リダイヤルには、手動リダイヤルと自動リダイヤルの2つのちまがあります。ここでは、これ62つの 
方法について説おしまず。 

国手動リダイヤル 

y ダイヤル/ポーズ キーを押すだけで、最後にテンキーを使ってダイヤルしたファクス番号にダイヤル 
ずることができまず（自動リダイヤルの設定にかかわ6ず、自動的にファクス番号を呼び化します）。 

手動リダイヤルを中止する 

手動リダイヤルを中止ずるには、ストップ/リセットキーを押します。このキーを呼び化し中に押すと、 
r ツウシンヲチュウシシ7スカ？」と表示されます。ここで ◄(-) キーを押し、「パイ」を選びます。 

侈 •原稿の読みこみ中にストップ/リセットキーを押すと>「ストップキ-ゲオサレマシタ」 roK キ-ヲ 
メ f オシテクタ‘サイ」と表示されまず。ここで OK キーを押します。 

国自動リダイヤル 

送信先が話し中などでファクスを送信できなかった場合は、自動的にリダイヤルしまず。 

リダイヤルの回数と闇隔は、「シ''ドウリダイヤル」で変更ずることができます。また、自動リダイヤル 
しないように設定することわできまず（一 10-6 ページ)。リダイヤルしてもファクスをを信できなかっ 
た場合は、送信は中止され、エラーを信レポートが印刷されます（^8-3ぺージ)。 


自動 y ダイヤルを中止する 

侈. リダイヤル待機中に送信を中止するには、メモリおさキーを押してメモリに保存されている原 
メモ 稿を削除してください（一 4-18 ページ)。 


凸 

曰 

因 


リダイヤルが始まるまで待ちまず。 


ストップ/リセットキーを押しまず。 

-お認のメッセージが表示されます。 

ツウシンヲチュウシシマスカ？ 

< A イ イイェ> 


且◄(一）キーを押しまず。 

• 送信を続けるときは、 ►( + ) キーを押して 
「イイ I 」を逞びます。 

. エラーを信レポートが化力されまず（^8-3ぺ 
-ジ）。 
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複数の送信先に一度に送る（同報送信） 


同じ原稿を複数の送信先に一度に送信できます。次のダイヤル方法を組み合わせて、最大140件までを 
れまず。 

. ワンタッチダイヤル （30 件まで） 

-短縮ダイヤル（100件まで） 

. テンキーでのダイヤル、リダイヤル （10 件まで） 

どのような順序でダイヤルしてもかまいません。（テンキーで人力した後は、あず OK キーを押してく 
ださい。） 

嫁 •同じ複数の送信先にたびたびファクスをを信する場合は、グループとして登録しておくと便利 
メモ です。1つのグループダイヤルには、最大129件まで登録できます（^3-8ぺージ)。 


凸 

曰 


回 


田 


フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 

原稿面を上向きにして ADR こセツトしまず。 


ケ‘ンコウカ'' セットサレマシタ 


(読みこみの準備ができました。） 

-原稿台ガラスを使ってを信するには、 4-8 ペー 
ジを参照してください。 

-解像度を設をするには、 4-1 ページを参照して 
ください。 

-読み取り濃度を設定するには、 4-2 ページを参 
照してください。 

送信先のファクス番号をダイヤルしまず。 
140件までダイヤルできまず。 

I ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルキーを押します。 


例： 


TEL = 日 2 2 2 6 5 9 0 0 0 
03 キヤノン A ン A '' イセンタ'' イ 


I 短縮ダイヤル 

短縮 キーを押してから> 2巧の短縮ダイヤル番号 
を押します。そのほかの短縮ダイヤルについて 
も> 同じ操作を行いまず。 


例： 


TEL = 日 117 2 8 9 0 0 0 

本0 2キヤノン A ン A '' イサツポ〇 


I テンキーでのダイヤル 

テン キーでファクス 番号をダイヤルし、 OK キー 
を押しまず。 


例： 


TEL : 


日3 3 7 5 8川1 


像 •闇違って入力したときは、 ◄{-)+- 
メモ を押ずか、 ファンクシヨン 丰一を押し 
てか6 削除 キーを押し、最後に入力し 
た数字か6順に削除します。 ファンク 
シヨン キーを押してかち ク U アキーを 
押し、入力した数字をすべて削除ずる 
ことちできます。 


0 


I ファクスを送信する 
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I リダイヤル 

u ダイヤル/ ポーズ キーを押して > 最後にテンキ 
一を使ってダイヤルしたファクス番号にダイヤ 
ルします。 

侈 •最初の送信先を入力してか65秒 iU 巧に 
メモ 次のを信先を人力してください。また、 

3番目と J 降は10秒 W 巧に次のを信先を 
人力してください。この時聞を超えて 
しまうと、を信先を入力している途中 
でも自動的に原稿の読みこみが始まり 
まず。「ダ仆ルタイムアウト」で、自動的 
に読みこみが始ま6ないように設をす 
ることわできまず （^10-6 ページ)。 

• ◄{-) キー または ►(+) キーを 押すと> 
指をした送信先をスク□ールして確認 
できます。 

• 1度セツトした巧ホを消去するときは、 
その巧先が表示されている画面で、 フ 

アンクシヨン キーを押してか6 クリア 

キーを 押します。 


Qj スタートキ ーを 押しまず。 

• 原稿の読みこみが終わると、ファクス番号の 
呼び化しが始まります。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、テンキ 
一でのダイヤルの順にを信されます。 

-送信を中止するには、 ストップ/リセット キ 
一を押してか6 ◄(-) キーを巧します。手順 
3の操作で指ましたすべてのを信ホへのを信 
が中止されまず （1 件のみを中止することは 
できません）。 

マルチ适信結まレポートが印刷されます 
卜 8-4 ぺージ)。 

終 .話し中のときは，他の送信先へ先に送 
メモ 信し、その後で話し中だったファクス 
番号に自動リダイヤルします。 

- ADF を使って原稿を読みこんでいると 
きに「メモリがイッ/、’イテ‘ス」 「0 K キ- 
ヲオシテクタ'' サイ」と表示され、原稿が 
ADF の途中で止まることがあります。 
この場合は、残りの原稿を取り除いて 
OK キーを押すと読みこみ中の原稿が1 
枚自動的に排おされます。を信できな 
かった原稿は、いくつかに分けてもう 
一度送信して < ださい。 
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時刻を指定して送信する（タイマー送信） 


時刻を指定してファクスをを信することができまず。これをタイマー送信といいます。 

この機能を使うと、長距離電話料金が安い深夜にを信することができます。 

タイマーを信では、ファクスのを信先を140件まで指をできます。また、20件までファクスのを信モ 
約ができます。 

侈 •タイマー送信が設定されているときでわ、通常と同じように、他のファクスを送受信したり， 
メモ 印刷、コピーすることができます。 

•ブックを信 キー> タイマーを信 キー、 スぺー スキー> 削除 キー、および クリア 丰一は、 フアン 

クシヨン キーを押してか6操作します。 


凸 

曰 


回 

凸 


且 


m 


フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 

原稿面を下向きにして原稿台ガラスにセツ 
卜ずるか、上向きにして ADF にセツトしま 
ず。 


變 


例： 


タイマーソウシン 
ソウシンシ''コク 


15:30 


TEL : 


メモ 


原稿台ガラスを使ってを信するときは> 
フアンクシヨン キーを押してから ブッ 
クを信 キーを押し， ◄(-) キーまたは 
► { + ) キーで原稿サイズを選びます 
(一 4-8 ページ)。 


フアンクシヨン キーを押してから タイマー 
を信 キーを押しまず。 

テンキーでち信する時刻を入力し、 OK キ 
一を押しまず。 


テンキーで人力中に間違ったときは、 

◄ (-) キーを押すか、 フアンクシヨン 

キーを 押してから 削な キーを 押し、最 
後に人力した数字か6順こ削除します。 

フアンクシヨン キーを押してか5 クリ 

アキーを押すと、入力した数字がずベ 
て削除されます。 


回スタートキ ーを押しまず。 
が始まりまず。 


原稿の読みこみ 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、 リダ 
イヤル/ポーズ キー、またはテンキーで送 
信先を指定しまず。 

• ダイヤルのしかたについては、 4-3 〜 4-6 ペー 
ジを参照してください。 


スピードダイヤルを使ってダイヤルした場合, 
「ダ仆ルタイムアウト」が「スル」じ設定されてい 
るときは、 スタートキ ーを押さなくてち、自 
動的に原稿の読みこみが始まりまず （^10-6 
ぺーシ *) 。 

手順4で設走した時刻になるとを信を始めま 
ず。 

原稿台ガラスを使ってを信ずるには、 4-8 ぺ一 
ジを参照してください。 


I ファクスを送信する 
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通信が況や送信モ約を確認する 


ファクスの送信中，受信中の状況、または送信モ約を殖認することができまず。 


■ 通信巧況を確認する 

を信中や受信中の通信状況は、次の方法で痛認します。 


百 

曰 

因 


システムモニタ キーを押しまず。 


ファクスシ‘ヨウキヨウ 
1 . ツウシンシ'' ヨウキヨウ 


OK キーを押しまず。 


16:50日日已日 TX 

123456 


像 •スタンバイモードに戻るには、 ストッ 
メ f プ / リセット キーを押しまず。 

-通信中ではないときに確認した場合は、 
「ツウシンチュウノフ‘ンシヨ A アリマセン」と 
表示され、手順1の画面に戻ります。 

• ファクスの受付番号 （ TX / RX 番号）は、 
送信ファクスか受信ファクスかによっ 
て次のような数字が表示されます。 

- 「0 日日 1 〜 4999」 ； 送信 ファクス 
- 「5 日日 1 〜 9 9 9 9」 ； 受信 ファクス 


■ 送信ホ約を巧認する 

送信の予約や送信待ちのファクスがあるときは> 次の方法で確認します。 


间 


曰 


m 


通信中/メモリ ランプが点灯しているとき 
に、 システムモニタ キーを押しまず。 


ファクスシ '' ヨウキヨウ 
1 . ツウシンシ'' ヨウキヨウ 


◄(-) キーまたは ► (+) キーを押して 
「2.ツウシンケッカ」を選び、 OK キーを押し 
まず。 


16:00日日已日 TX タイキチュウ 
日3 3 7 5 8川1 


-送信予約と、送信待ちファクスのを信結果は、 
送信時刻、受付番号やファクス番号で殖認し 
ます。 


且 ◄(-) キーまたは ►( + ) キーを押して、送 
信予搁と送信結果を確認しまず。 

17:00日日已8 TX タイキチュウ 
側' 0 7 5 2 4 1 9 0 0 0 


侈 •スタンバイモードに戻るには、 ストツ 
メ f プ / リセット キーを押しまず。 

-送信予約と送信待ちファクスがないと 
きに メモリ照ち キーを押して植認した 
場合は、 r チクセキカ'' グウカ‘アリ7セン」 
と表示され、手順2の画面に戻りまず。 
•原稿リストを印刷し、モ約状況を痛認 
することもできます（^4-15ぺージ)。 
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メモリにな巧されている原稿 


侈 .メモリに何も保存されていないときにメモリ■思さキーを押ずと、 r チクセキカ‘' グウカ'' アリ7セ 
メモ ン」と表示され、スタンバイモードに戻りまず。 

国メモリに巧巧されている原稿のリストを EP 刷する 

メモリに保をされている原稿のリストを印刷できまず。それぞれの原稿の受付番号も印刷されます。 


凸 

曰 


因 


フアンクシヨン キーを押しまず。 

メモリ照を キーを押してから OK キーを押 
しまず。 


メモリショウカイ 
1.ゲン]ウリスト 


原稿リストが印刷され、スタンバイモードに 
房ります。 


メモ 


メモリに保存されている原稿は、受付 
番号を指走して、 EP 刷をしたり削除す 
ることができまず（一4-17、 4-18 ペー 
ジ)。 

レポー トキーを使ってリストを EP 刷す 
ることちできまず。フアンクシヨン丰 
—を押してから レポー トキーを押し、 
◄(一） キーまたは ►( + ) 丰一を押して 
「4.グンコウ I 」スト」を選んで OK キー 
を押します。 


2003 01/17 17:33 FAX 03 3758 2111 


囚001 


原稿リスト 


受付番号 通信トト’ 


巧手先 


枚数 受付時刻 


開始時刻 


0046 

0047 

0048 


タイ？-送信 [本 02] キトノン；じ r イキヨウト 

タパ-送信 [ 03] キトハ；、ソ A •イわグイ 

タイ？-同報 [本 01] キトノン；じ; r イモリオカ 

[ 01] キトノン；、ソ A •イ 

タイ？-同報 [10] キトノンク ’ I トフ • 1 


01/1716 
01/1716 
01/1716 


I ファクスを送信する 


0 5 7 7 0 
0 0 0 01 
4 4^44 
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国メモリに巧巧されている原稿を別の巧手巧に送信する 

メモリには、用おやトナー切れ、紙づまりなどの理由で印刷できずに代巧受信された原稿が保存されま 
す。これ6のファクスを別の巧手先にを信して印刷しても6うことができます。また、ポーリングボツ 
クスに人っている原稿も相手先を違んでを信することができます。 


凸 


曰 


且 


囚 


フアンクシヨン キーを押してから メモリ 照 
をキーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ゲンコウソウシン」を還び、 OK キーを 
押しまず。 


メモリショウカイ 
3.ケ‘ンコウソウシン 


例： 


ケ’ンコウソウシン 


ウケツケ A '' ンコ''ウ 

互日日 I 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、送 
信する原稿の受付番号のケツケ A '' ンコ''の 
を選びまず。 


例 


ケ‘ンコウソウシン 


ウケツケハ‘ンコ''ウ 

直日日3 


受付番号はテンキーで人力することわできま 
す。 


凸 


巧 


OK キーを押しまず。 


ケ '' ンコウソウシン 
アテサキ 


TEL : 


且ファクス番号を指定しまず。 

• ダイヤルのしかたについては、 4-3 〜 4-6 ぺ一 
ジを参照してください。 

• ファクス番号を指定するには> テンキーで番 
号を入力した後、 OK キーを押ず'必要がありま 
す。 


OK キーを押しまず。 
-送信が始まります。 
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国メモリに巧巧されている原稿を印刷する 

□ OK キーを押しまず。 


凸 


曰 


曰 


m 


フアンクシヨン キーを押してから メモリ 照 
をキーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► (+) キーを押して 
「2.ゲン〕ウフ’リント」を選び、 OK キーを 
押しまず。 


I へ 。-ゾ 

ノミシュツリヨク？ 

< /、イ 

イイエ> 


メモリショウカイ 
2.ゲンコウアリント 


例： 


ゲン]ウフ’リント 
ウケツケ/、•ンコ''ウ 日日日1 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、印 
刷ずる原稿の受付番号のケツケ A'' ンコ''の 
を選びまず。 


例 


ゲ ンつウフ。 リント 
ウケツケ A '' 'ノコ，ウ 日日日 3 


受付番号はテンキーで人力することわできま 
す。 


• お認のメッセージが表示されます。 

回最初のページのみ EP 刷するときは ◄(-) キ 
一を、ずべてのページを印刷するときは 
► (+) キーを押しまず。 

• 原稿が EP 刷されます。 

• 続けて他の原稿を印刷ずるときは、手順3じ(降 
の操作を繰り返します。 

回ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 

侈 •メモリに保存されている原稿を印刷し 
メモ た場合> ずべて約90%に縮小されて化 
力されます。 


I ファクスを送信する 


4-17 









国メモリに巧巧されている原稿を削除する 


百 

曰 

曰 

因 


フアンクシヨン キーを押してから メモリ 照 
をキーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ゲンコウクリア」を選び、 OK キーを押 
しまず。 


メモリショウカイ 
4.ゲン〕ウクリア 


ゲン]ウクリア 


ウケツケ A '' ンコ''ウ 

且日日！ 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、削 
除する原稿の受付番号のケツケ A '' ンコ''の 
を選びまず。 


ゲンコウクリア 


ウケツケ A '' ンコ''ウ 

立日日4 


-受付番号はテンキーで人力することわできま 
す。 


□ OK キーを押しまず。 


クリアシテイイデスカ？ 

< A イ イイエ> 


• お認のメッセージが表示されます。 

且◄(一）キーを押しまず。 

• 原稿が削除されます。 

•削除を中止ずるには、 ►( + ) キーを押して 
「イイ I 」を逞びます。 

• 続けて他の原稿を削除ずるときは、手順3じ(降 
の操作を繰り返します。 

□ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 
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ファクスをま信ずる 


ファクス受信モードの種類 


本機には、いくつかの受信モードがあります。用途や本機を使用するを件に合わせて，適切な受信モー 
ドを設定して<ださい（一 >5-2 ページ）。受信モードは、スタンバイモードのときに設定できまず。適 
切な受信モードをまめるときには、次の表を参照してください。 

受信モード 

まな用途 

動作 

必要を件 

ご/、‘ 卜 、、ウ * 

ファクス 

自動的にファクスのみを受信します。電話 
がかかってきたときは、适信を切断します。 

ファクス専用の電話 
回線がある 

シュト、、ゥ 

電話 

ファクスのときわ電話のときも呼び化し音 
が鳴ります。ファクスは、手動で受信して 
ください。 

本機に電話機が接続 
されている 

ルス TEL 

ファクス/ 

電話 

ファクスのときは自動的に受信し、電話の 
ときは留守番電話が応答します。 

本機に留守番電話が 
接続されている 

FAX/TEL 

ファクス/ 

電話 

ファクスと電話を自動的に切り替えます。 
ファクスのときは自動的に受信し、電話の 
ときは呼び出し音が鳴りまず巳-3、已 -4 
ページ)。 

本機に電話機が接続 
されている 


* 初期設を 


どの受信モードが設をされているか、スタンバイ表示で痛認ずることができます。受信モードは LCD デ 
ィスプレイの左下に表示されまず。 

2003 01/17 FR I 15:30 

イ列 ： I シ''ドウ_ ヒヨ ウシ'' ユン 


ファクスを受信する 
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受信モードを設定する 


受信モードは、あ要に応じて変更できます。 



因 


受信モード キーを何回か押して、受信モー 
ドを選びます。 


ゾユシンモードセツテイ 

例： I シュドゥ _ 

• 受信モードは、次の中か6違べます。 

-シ’ドウ：ファクスのみを受信しまず。 

-シユドウ：本磯に電話機を接続しているとき、 
受話器を上げたまま スタートキ ーを押して 
ファクスを受信します。 

-ルス TEL : ファクスのときは自動受信し，電 
話のときは留守番電話が応答しまず。 

- FAX / TEL *: 本機に電話機を接続している 
とき、ファクスと電話を自動的に切り替え 
まず。 


み FAX / TEL 受信モードでは、詳細な設定がで 
きます（^5-3、 5-4 ページ)。 


@ OK キーを押しまず。 



2003 01/17 

FR 11日： 3日 

例： 

シュドウ 

ヒヨウシ'' ユン 


受信モードが設定され、スタンバイモードに戻 
りまず。現在の日時と、設定された受信モード 
が表示されます。 

^ •「シ''ドウ」にすると、着信時に呼び止! 
メモ し音は鳴りません。呼び化し音が鳴る 

ようにするには、本機に電話機を接続 
し、 r チャクシンヨヒ''ダシ」設をを「スル」 
にしまず（一 10-7 ページ)。 

. 留守番電話を本機に接続しているとき 
は、「ルス TEL 」 を選びます卜 r セッ 
トアップガイド」）。 

. 留守番電話を本機に接続する場合は、 
次の点にを意して < ださい。 

-呼び出し音が1回または2回鳴ったと 
きじ応答するよラに、留守番電話を 
言及おして、さし、 

-留守番電話の応答メッセージを録音 
するときは、応答メッセージの長さ 
を1已秒じ(内にしてください。 

例；「ただいま留守にしていまず。 
ご用の方は、ピーと言ラ音の 
後にご用件をお話し < ださい。 
巧り返しこちらか6ご連絡い 
たします。」 
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■ FAX / TEL 受信モードの詳細設定 

rFAX/TELJ に設定したときには、さらに次の内容を設定できます。 

-着信がファクスか電話かを判断するための時闇を設定しまず （r ヨヒ''ダ’シカイシシ'‘カン」)。 

-電話のときに呼び化し音を鳴らず時闇を設定します （r ヨヒ''ダ’シグカン」）。 

-「ヨヒ''ダ’シグカン」で設定した呼び化し時闇が経過した後、ファクスを受信ずるかどうかを設定し 
まず （r ヨヒ''ダ‘シ〕"ノト‘’ウサ」）。 

■ FFAX / TEU の詳細設定の流れ 


巧手か6の呼び出し 


この時点か5呼び化し側に 
電話料金がかかる。 



「呼び出し開始時間 
(北‘' 夕’' シカイシゾカン)」 


「呼び出し時間 
(3 ヒ’'夕'‘シシ • カン)」 


呼び出し音を鳴らさずに着信する。 


送信側からのファクス呼び出し音を待つ。 


ファクス呼び化し音が 
送6れてくると ••• 


ファクス呼び出し音が送5れてこないと 


ファクスを自動的 
に受信する。 


(ファクス呼び出し音 
を検知すると、自動的に 
ファクスを受信ずる） 


呼び出し音を鳴らし始める。 


受話器を取らないと 


D 


受話器を取って 
柜 I 手と話ず。 


r 呼び出し後の動作（ヨヒ’’ダシ]ノト'’ウヴ)」 
が次のどちら(こ設定されているか： 

受信または終了 


「終了（シュウリョウ)」 


自動的に電話を切る。 


r 受信がュシン)」 


ファクス呼び化し音を送らないファクス機器も 
あるが、呼び化し後の動作を「受信（シ’’ 2シン)」 
に設定しておくと、自動的にファクスを受信ずる。 
ファクスが送られてこないときは、約40秒後に 
電話を切る 0 


ファクスを受信する 
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□ 

曰 


回 


凸 


且 


口 


ユーザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を選び、 OK キ 
一を押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4. ファクスキノウセツテイ 


ファクスキノウセツテイ 
1 . キホンセツテイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.シ '' ュシンキノウセツテイ」を選び 、 OK 
キーを押しまず。 


ファクスキノウセツテイ 
4.ゾュシンキノウセツテイ 


シ '' ユシンキノウセツテイ 
1. ECM シ '' ユシン 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「2. F / T ショウサイセツテイ」を選び 、 OK 
キーを2回押しまず。 


ゾユシンキノウセツテイ 
2, F / T シヨ州イセツテイ 


3ヒ''夕'‘シカイシグカン 
例：! _ 日化'’ヨウ I 

◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、着 
信してから呼び化し音を鳴らし始めるまで 
の時間を設定し、 OK キーを2回押しまず。 


3ヒ‘夕''シ カイシシ''カン 
例：! _ 日化'' ヨウ 


3ヒ‘夕''シシ''カン 

例：! _ 02化'' ヨウ I 

• 〇〜30秒の園で指定できます。 

• 初期設定は8秒です。 

- ◄(-) キー や ►(+) キーの 代わりに テンキー 
を使って時聞を設定ずることもできます。 


回 I ◄(-) キーまたは ►( + ) キーを押して、呼 
び化し音を鳴らず時聞を設定し、 OK キー 
を2回押しまず。 


3ヒ‘夕''シシ''カン 

0 3化'' ヨウ 


ヨヒ''夕''シコ'' ノト•ウサ 
例： _ シユソン 

•15-300 秒の聞でちをできます。 

• 初期設をは17秒です。 

- ◄(-) キー や ►{+) キーの 代わりに テンキー 
を巧って時圍を設定することもできます。 

Q ◄(-) キーまたは ►(+) キーを押して r シ''ュ 
シン」または r シュウリョウ」を選び、 OK キー 
を押しまず。 


ヨヒ''夕''シコ'' ノト•ウサ 
例 ： L ソュっ U 3 ウ 


シ '' ュシンキノウセッテイ 
[ 3. チャクシン3ヒ''夕'‘シ 

• 手順日の操作で設定した時闇内に受話器を取ら 
なかった場合の対応を設定します。 

•「シ‘ュシン」を違ぶとファクスを受信し> r シュ 
ウリョウ」を選ぶと、電話を切ります。 

0ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 
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手動受信（リモート受信）のしかた 


「シユドウ」受信モードに設定すると、适話したり手動でファクス受信を開始することができまず。ファ 
クス受信は、本磯に接続されている電話機か6も開始できます（これをリモート受信といいます）。 


メモ 


手動受信（リモート受信）をする場合は、本機に電話機を接統してください「セットアッ 
プガイド」)。 

ADF に原稿が残っていないことを植認してください。 

「リモートシ'' ュシン」が「スル」に設をされていることをお認してください （^10-7 ぺージ)。 
電話回線がダイヤル回線の場合は、本機に接続した電話機でリモート受信の ID 番号を入力ずる 
前にトーンキー （* キー）を押すことにより、リモート受信をすることができます。 


凸 


曰 


回 


□ 


m 


LCD ディスプレイに「シュト''ウ」と表示さ 
れていることを殖認してください。 
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シュト''ウ ヒヨウシ'' ユン 


例： 

-受信モードを「シュドウ」に設定する （^5-2 
ぺージ)。 

本機に電話機が接続されていることをお認 
しまず。 

呼び化し音が鳴ったら、電話の受話器を取 
U まず。 


I 相手の声が聞こえたとさ 

電話で会話することができまず。会話の後でフ 
ァクスを受信するには、巧手にファクスを信の 
操作をしてち6います。 

「ピー」という音が聞こえた6、本機のスタート 
キーを押します。ファクスの受信が始まるので、 
受話器を戻して < ださい。 

I 「ピ ー J という音び聞こえたとき、また 
は何も音がしないとき 

柜手がファクスをを信しようとしています。 
電話機と本機が互いにおい場所にあるときは、 
本機のスタートキーを押します。ファクスの受 
信が始まるので，受話器を戻して<ださい。 


メモ 


カセットに用紙がないときは、「ヨウシ 
力'' アリマセン」「ダイコウシ'' ユシンシ7 
シタ」と表示されます。カセットに用 
紙をセットすると自動的に受信したフ 
ァクスの印刷が始まリまず。 

電話機が本機から離れているときは, 
電話機でに5」（リモート受信の ID 番 
号）をダイヤルし> 受話器を戻します。 
ダイヤル回線の場合は、電話機でプッ 
シュ信号に切り替えてからに5」をダ 
イヤルします。 

リモート受信のの番号は、〇〜9、*、 
#を組み合わせた2析の番号に変更ず 
ることができます。また、リモート受 
信をしないように設定することもでき 
まず （^10-7 ぺージ)。 

本機に留守番電話を接続している場合, 
留守番電話の操作のための暗証番号が 
リモート受信ののと同じ番号になって 
いることがありまず。この場合は、リ 
モート受信のの番号を変更して<ださ 
い（一 10-7 ぺージ)。 

受話器がきちんと戻っていないと、警 
告音が鳴り、 r シ’ユワキヲオイテクタ'' サ 
イ」が表示されまず。 

受話器はきちんと戻してください。ま 
た、 「オフフックアラーム」で警告音が鳴6 
ないように設をすることもできます 
卜 10-4 ページ）。 


ファクスを受信する 
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設定中やコピー中のファクス受信 


本機は複数の処理を同時にできるので、他の機能を使っているときでも、ファクスを受信したり電話に 
応答することができまず。 

他の機能を使っている聞に受信したファクスは、メモリに保をされます。 

その機能を使い終えると、受信したファクスが自動的に印刷されます。 

侈 •受信したファクスの印刷中にコピーしたり、パソコンか6印刷ずると、コピーやパソコンから 
メモ の EP 刷が優先されファクスの EP 刷に割り込んで化力されます。 


メモ U での受信 


ファクスの受信中にエラーが発生したとき，印刷が巧んでいないファクスは自動的にメモリに保をされ、 
「ダイコウシ'' ュシンシ7シタ」などのメッセージが表示されます。 

メモリに保存されたファクスは、エラー処理後に自動的に印刷されます。メッセージの意巧と対処方法 
については> 9-1 , 9-2 ぺージを参照してください。 

侈' メモリには約 250 ぺージ分*のファクスを保存できまず。 

メモ-印刷されたページはメモリか6削除されまず。 

-メモリがいっぱいになると、残りのページは受信できません。画像化力後、相手先に連絡して、 
もう一度送信しても6ってください。 

* 相手先が D 350 を標準モードで使用し、送付する原稿がキヤノン FAX 標準チャート N 0.1(標準モード） 
に準拠していることが前提となります。メモリに保存できるページの最大数は、巧手先が使っている 
ファクス機の種類によって異なる場合がありまず。 


受信を中止する 


ずべての原稿を受信する前に受信を中止できます。 


百 

因 


ストップ/リセットキーを押しまず。 

-確認のメッセージが表示されます。 

ツウシンヲチュウシシマスカ？ 

< /、ィ イイエ> 


且◄(一）キーを押しまず。 

•受信を続けるときは、 ►( + ) キーを押して 
「イイ I 」を逞びます。 
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ポーリンクを使う 


—リングとは 


巧手先のファクス機に蓄積されている原稿を、本機か6の操作で受信したり、本機に蓄積されている原 
稿を、ほかのファクス機か6の操作でを信することができます。适常のファクスのを受信とは異なり， 
このを受信では常に、受信ずる側が送信元のファクス番号を呼び化しまず。この呼び化しをポーリング 
といいまず。送信元は、柜手先か6着信したポーリングに応じて，原稿を相手先に送信します。 

侈 •本機は、を信元と巧手先のどち6にわ設をできます。巧手先にポーリングして原稿を受信ずる 
メモ 操作をポーリング受信、着信したポーリングに応じて蓄積されている原稿を送信ずる操作をポ 
-リング送信といいます。 

-ポーリング受信するには、巧手先のファクス機がポーリング機能を持っていることが前提にな 
U ます。 

国ポーリングま信の前に 

ポーリングを設定する前に、次の点にを意してください。 

■一度の操作で複数の相手先にポーリングできまず。最大140件までの相手先にダイヤルし、それぞれ 
の巧手先のファクス機にポーリングして、蓄積されている原稿を受信できまず。 

■ 柜手先がポーリング ID 機能を持つキヤノンのファクス機を使っているときには、ファクス機のポーリ 
ング ID を255に進数で11111111)に設をするように、巧手先に巧精してください。ポーリング ID 
の詳細については、ポーリング ID 機能を持つファクス機のマニュアルを参照してください。それじ(か 
の場合は、ポーリング ID をち慮するか要はありません。 


ポ—リングを使ぅ 
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ポー u ング受信する 



曰 


且 


因 


巧手先のファクス機にポーリングして> 蓄積されている原稿を受信ずるには、次の操作を巧います。 


フアンクシヨン キーを押してから ポーリン 
グ キーを押しまず。 
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伪1:1シ•卜''ウ ヒヨウシ'' ユン 


ホ’-リンク'' 

1.ホ’ーリンク'' ソウシン 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「2.ホ’-リンク'' シ'' ュシン」を選び、 OK キ 
一を押しまず。 


ホ’-リンク'' 

2.ホ‘-リングシ‘ュシン 


TEL = 


柜手先のファクス番号にダイヤルしまず。 


TEL = 


TEL = 0 3 3 4 4 5 9 0 0 0 

例： 01 キヤノン A ン A '' イ _ 

• 相手先には、テンキーでのダイヤル> ワンタ 
、ソチダイヤル，短縮ダイヤル，電話帳ダイヤ 
ルのどの方法でもダイヤルできまず（^4-3〜 
4-6 ページ)。 


• テンキーでダイヤルするときは，ファクス番 
号を人力した後、をず OK キーを押してくださ 
い。 

• 闇違って人力したときは、 ◄(-) キーを押ず 
か、 フアンクシヨン キーを押してか6 削除 キ 
一を押し、最後に人力した数字か6順に削除 
します。 フアンクシヨン キーを押してから ク 
リア キーを押し，入力した数字をずべて削除 
することちできます。 

-呼び化しが始まった後で、ファクス番号を圍 
違って人力したことじ気付いたときは、 スト 

ップ/リセット 丰一を押し、続いて ◄(-) キー 

を押してり1イ」を逞びます。スタンバイモー 
ドに戻りまず。 

Q スタートキ ーを押しまず。 

• 柜手先へのポーリングが始まりまず。 
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ポー u ング送信を設定する 


ここでは、ほかのファクス機か6ポーリングが着信するまで、読みこんだ原稿をメモリに保をし，ポー 
リ ングに応じて送信するように、 本機を設定ずる方法を説明します。 

国ポーリングち信の前に 

ポーリング送信するには、ユーザモードの「ホ‘-リンク‘ホ'' ックス」を使って，原稿を保存するための 
ファイル（ポーリングボックス）を作成しておく'必要がありまず。 

r ソウシン〕‘ ノケ '' ン〕ウクリア」を r シナイ」に設定した場合、メモリに読みこまれた原稿は、ほかのファ 
クス磯か6ポーリングされるか、 メモリ■照を キーを使って削除されるまで、ポーリングボックス内に保 
存されまず（^4-18ぺージ)。 


国ポーリングボックスを作成する 


因 


ユーザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を還び、 OK キ 
一を押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4,ファクスキノウセツテイ 


ファクスキノウセツテイ 
1 . キホンセツテイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ホ’-リンク'' ホ'' ックス」を還び、 OK キ 
一を2回押しまず。 


ファクスキノウセツテイ 
6.ホ’-リングホ'' ックス 


サクセイ 

1.ホ‘ックスメイショウ 


◄ (-) または ►(+) キーを押して「1.ホ'' ッ 
クスメイショウ」を選び、 OK キーを押しま 
す。 


ア 


ポーリングボックスのファイルを（スペー 
スを含めて24文字まで）をテンキーで入力 
し、 OK キーを押しまず。 


例 


キヤノン A ン A '' イ 


ア 


サクセイ 

2,アンショウ A '' ンコ''ウ 


• 文字の入力ちまについては、 2-1 〜 2-3 ページ 
を参照してください。 

• 闇違って人力したときは、 ◄(-) キーまたは 
► (+) キーを押して削除する文字の下にカー 
ソルを移動し， フアンクシヨン キーを押して 
か6 削除 キーを押しまず。カーソル位置の文 
字が削除されます。 フアンクション キーを押 
してか6 クリア キーを押し、入力した文字を 
すべて削除する方法わあります。 

• 「トウ□クシマシタ」が数秒圍、 LCD ディスプレ 
イに表示されます。 

◄(一） キーまたは ►( + ) キーを押して 
「2.アンショウ/ V 'ン〕''ウ」を還び、 OK キーを 

押しまず。 

-暗証番号が不要であれば、手順別こ進みまず。 


サクセイ 

2. アンシヨウ/、''ンコ''ウ 


の 


アンショウ/、''ンコ''ウ 


ポ—リングを使ぅ 
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回 


回 


テンキーで暗証番号（最大7析）を入力し、 
OK キーを押しまず。 


アンショウ A '' ンコ''ウ 

1234567 


サクセイ 

3,ソウシンコ'' ノケ‘ンコウク U ア 


侈 •暗証番号は、ポーリングボックスの不 
メモ 正利用を防ぐためのわのです。ポーリ 
ングボックスの設定を変更するときは、 
ここで設定した暗証番号を入力するあ 
要がありまず。 

• 暗証番号を闇違って入力したときは， 

フアンクシヨン キーを押してか6 クリ 

アキーを押し、入力した内容をいった 
ん削除します。そのあと、正しい暗証 
番号を入力しなおします。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ソウシン〕'' ノゲンコウクリア」を還び、 
OK キーを押しまず。 


サクセイ 

3,ソウシンコ'' ノケ '' ンコウクリア 


例： 


ソウシンコ'' ノケ '' ンコウクリア 

スル 


且 ◄(-) キーまたは ►( + ) キーを押して、「ス 
ル」または「シナイ」を指をし、 OK キーを 
押しまず。 

「スル」：ポーリングボックス内の原稿は、他の 
ファクス機か6のポーリングに応じてを信した 
後、削除されます。 

ンナイ」：ポーリングボックス内の原稿は、を信 
後电そのまま残ります。この設定は、複数のフ 
ァクス機か6ポーリングされるときに達びまず。 
ソウシンコ'' ノ ゲ ンコウクリア 

例：_211. 

がーリンク'' ホ'' ックス 
2. ヘンコウ 


巧] ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻しまず。 
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国ポ ー リング送信する原稿を読みこむ 

原稿をポーリングボックスに読みこむには、次の操作を巧います。読みこんだ原稿はポーリングボック 
スに保存され、他のファクス機か6のポーリングに応じてを信できます。ポーリングを信を行うには、 
ポーリングボ、ソクスを作成しておくあ要があります（^6-3ぺージ)。 



原稿を ADR こセツトしまず。 


ケ '' ンコウカ'' セットサレマシタ 


フアンクシヨン キーを押してから ポーリン 
グ キーを押しまず。 


ホ’-リンク'' 

1.ホ-—リンク'' ソウシン 


且 OK キーを押しまず。 

原稿がポーリングボ、ソクスに読みこまれます。 


ホ’ーリンク'' ソウシン 

己008 

ヨミコミチュウ 

P . 001 










国ポ ー リングボックスの設定を巧ちする 

ポーリングボ、ソクスの設定を変更するには，次の操作を行いまず。 


□ 

曰 


且 


凸 


且 


因 


ユーザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を選び、 OK キ 
一を押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4. ファクスキノウセツテイ 


ファクスキノウセツテイ 
1 . キホンセツテイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ホ’-リンク'' ホ'' ックス」を還び、 OK キ 
一を押しまず。 


ファクスキノウセツテイ 
6.ホ’-リングホ'' ックス 


ホ’ーリンク'' ホ'' ックス 
1 . サクセイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ヘンコウ」を選び、 OK キーを押しまず。 


ホ’ーリンク'' ホ'' ックス 
2,ヘンコウ 


ヘンコウ 

例 ： I アンショウ / r ンコ''ウ __ 

テンキーで暗証番号（最大7析） を入力し、 
OK キーを押しまず。 

• 暗証番号を設定していない場合は> この操作 
を省略して手順6に進みます。 

ヘンコウ 

例：/ンソヨつ/1ンコウ ******* 


ヘンコウ 

1.ホ'‘ックスメイショウ 

. 暗証番号を聞達って入力したときは、 ファンク 
ション キーを押してか 6ク y アキーを押し，人 
力した内容をいったん削除します。そのあと、 
正しい暗証番号を入力しなおしまず。 


回 ◄(-) キーまたは ►(+) キーを押して、変 
更する設定項目を表示し、 OK キーを押し 
まず。 

• 各設定項目は，ポーリングボックスの作成時 
に行った操作と同じ手順で変更できます 
卜 6-3 ページ)。 

ヘンコウ 

例 ： I 1.ホ'' ッ クスメイショウ _ 

^ •暗証番号を変更するには，まず現在の 
メモ 暗証番号を人力して OK キーを押しま 
す（このとき、入力している内容は表 
のされません）。続いて、新しいお証番 
号を入力して OK キーを押します（こ 
のときは、人力している内容が表示さ 
れます)。 

Q 必要な変更がずベて終わったら、 ストップ 
/リセツトキ ーを押してスタンバイモード 
に戻しまず。 
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国ポーリングボックスを削除する 

ポーリングボックスを削餘ずるには、次の操作を斤います。 

嫁. ポーリングを信する原稿が残っているポーリングボックスは削除できません。 

メモ 



ユーザモード キーを押しまず。 

◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「4.ファクスキノウセツテイ」を選び、 OK キ 
一を押しまず。 


トウ□ク/セッティ 
4,ファクスキノウセツテイ 


ファクスキノウセツテイ 
1. キホンセツテイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.ホ’-リンク'' ホ'' ックス」を還び、 OK キ 
一を押しまず。 


ファクスキノウセツテイ 
6.ホ’-リングホ'' ックス 


ホ’ーリンク'' ホ'' ックス 
1 . サクセイ 


◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
り.トリケシ」を還び、 OK キーを押しまず。 


ホ’ーリンク'' ホ'' ックス 
3. トリケシ 


トリケシ 

アンショウ/、''ンコ''ウ 


嫁 •ポーリング送信する原稿が残っている 
メモ と、ポーリングボックスは削除されず、 
r トリケシテ'' キ7セン」が表示されまず。 

• 暗証番号を設定していない場合は、 

「3.トリの」を還び、 OK キーを押ず 
と r トリケシトリケシ7シタ」と表示され、 
ポーリングボ、ソクスが削除されます。 
手順6に進んでください。 


且テンキーで暗証番号（最大7朽）を入力し、 
OK キーを押しまず。 


トリケシ 

例： し'ンシヨウ/、ンコ''ウ 申******. 


トリケシ 
卜 U ケシマシタ 


ポーリングボックスが削除されます。 

□ストップ/リセット キーを押して、スタン 
バイモードに戻します。 
















その他の送受信方ま 


その他の送受信方ミ去でフアクスをほいこなす 


ここでは、ミ毎外へのダイヤルのしかたと、一時的にプッシュ信号に切り替えるち法について説明します。 

国巧かへのダイヤル 

ミ毎外にダイヤルずるとき、またはミ毎タトのファクス/電話番号を登録するときは，番号の圍や最後にポー 
ズを人れてください。ポーズの長さや位置は国によって異なります。 


凸 


曰 


曰 


□ 


m 


フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 


例： 


2003 01/17 FR I 15:30 

シ • 卜'‘ウ ヒヨウシ '' ユン 


ケ ‘ ンコウカ '' セットサレマシタ 


TEL: 


00 


TEL: 


OOP 


0テンキーを使って、送信先の国番号、エリ 
アコード、ファクス/電話番号をダイヤル 
しまず。 


原稿面を上向きにして ADR こセツトしま 
す。 


例： 


TEL: 


OOpSll 23 


(読みこみの準備ができました。） 

-原稿台ガラスを使ってを信ずるには、 4-8 ぺ一 
ジを参照してください。 

テンキーを使って、国際電話呼び化し番号 
をダイヤルしまず。 


例： 

-闇違った番号を入力したときは、 ストップ/リ 
セット キーを押してから、正しい番号を入力 
します。 

-国隐電話呼び化し番号については、最寄りの 
電話会社しお問い合わせ< ださい。 

必要に応じて U ダイヤル/ポーズ キーを押 
し、2秒聞のポーズ （ P ) を入れまず。 


-闇違ったを号を人力したときは、 ストップ/リ 
セット キーを押し、手順 3 W 降の操作を燥り返 
します。 

• 闇違って人力したときは、 ◄(-) キーを押ず 
か、 フアンクシヨン キーを押してから 削除 丰 
一を押し，最後に人力した数字か6順に削除 
します。 フアンクシヨン キーを押してから ク 
y アキーを押し、入力した数字をずべて削除 
することちできます。 

□ 番号の最後にポーズが必要なときは、 リダ 
イヤル/ポーズ キーを押しまず。 


例： 


TEL: 


0 Op 川 2 3P 


例： 

• ポーズの時聞を長くしたいときは， リダイヤ 
ル/ ポーズ キーを もう 一度 押して2秒圍の ポー 
ズを追力□しまず。また、ポーズ1つ分の長さを 
変更ずることちできます（^10-6ぺージ)。 


• 番号の最後のポーズ （ P ) の長さは10秒でず。 
変更することはできません。 

Q スタートキ ーを 押しまず。 

• ファクス番号の呼び化しが始まってか6を信 
を中止するには、 ストップ/リセット キーを巧 
してか 6イ（一) キーを押します（一 4-9 ペー 
シ‘)。 

侈 •よく使うミ毎かのファクス/電話番号は、 
メモ ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤ 

ルに登録しておくと便利です（一3-2、 
3-5 ページ)。 


^8その他の養义信ちま 
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国一時的にプッシュ信号に切り替える 

銀行、航空便の予約、ホテルの予約など、電話による情報サービスの大部分は、プッシュ回線を使って 
いることが前提になります。本機をダイヤル回綜でお使いの場合に、一時的にプッシュ信号に切り替え 
るには、次の操作を行いまず。 


凸 

曰 

曰 


□ 


囚 


フアクス キーを押してファクスモードにし 
まず。 


2日日3 0 1/17 FR I 15:30 
例： I シ•ドゥ _ ヒヨウシ'' ユン 

電話機の受話器を取りまず。 

電話機のダイヤルキーを押すか、本機のヮ 
ンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル 、 U 
ダイヤル/ポーズ キー、またはテンキーを 
使って、情報サービスの電話番号を入力し 
まず。 

-電話機のダイヤルキーを押して人力した番号 
は、本機の LCD ディスプレイには表示されま 
せん。 

情報サービスの電子音靑が聞こえたら、卜 
-ン キーを押してプッシュ信号に切り替え 
まず。 


TEL = 123 45 B 7 T 

例：_ 

-卜ーン キーを押ずと、 LCD ディスプレイじ 「 T 」 
が表示されます。 

• 本機をプッシュ回綜でお使いの場合は> この 
操作を省略して手順5に進みます。 


且音靑の指示に従って、本機のテンキーを使 
って番号を入力しまず。 

TeT ^ 123 45 B 7 T 34 

例：_ 

- I ン キーを押した後に人力した番号は、プ 
、ソシュ信号で送信されまず。 

• いったん 卜ーン キーを押ずと、電話機のダイ 
ヤルキーは使えなくなります。本機のテンキ 
一を使ってください。 

□ ファクスを受信ずるときは、 スタートキ ー 
を押しまず。 

□ 使いおわったら、電話機に受話器を戻して 
回線を切断しまず。 

-回綜を切断すると、プッシュ信号への切り替 
えち元に戻ります。 
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レポートや U ストの印刷 


レポートや U ストにごいて 

本機で印刷できるレポートやリストには、次のような種類がありまず。詳細じついては、該当ずるぺ一 
ジを参照してください。 

渗' カセットまたは手差しトレイに A 4 サイブ/レターサイズ/リーガルサイズの用紙がセットさ 
メモ れているか磕認してください。それじ(かのサイズの用紙がセットされていると、レポートの Ep 

刷はできません。 

レポートちまたは U ストち 

説明 

参,照 

ューザデータリスト 

本磯の現在の設をと発信元情報のリストです。 

2-7 ページ 

a 信管理レポート 

送受信したファクスの履歴です。 

20适信ごとに自動的に印刷ずるかどラかを設定でき 
ます。また，手動で印刷することわできます。 

8-2 ページ 

を信結まレポート 

ファクスち信後に印刷されます。 

印刷するかどうかを設定できまず。また、エラーが 
発生したときのみ EP 刷ずるように設定することがで 
さまず。 

送信結まレポートの下に原稿の最初のページを印刷 
して、送信したファクスの内容がわかるように設を 
ずることちできまず。 

8-3 ぺージ 

受信結果レポート 

ファクス受信後に印刷されます。 

印刷ずるかどうかを設をできまず。また、エラーが 
発生したときのみ印刷ずるように設定することもで 
さまず。 

8-4 ぺージ 

原稿リスト 

現在メモリに保をされている原稿のリストでず。 

4- 15ぺージ 

メモリクリアリスト 

メモリか6削除された原稿のリストです。 

電源を人れ直すと自動的に EP 刷されます。 

9-7 ぺージ 

ワンタッチダイヤルリスト1 

ワンタッチダイヤルに登録されているファクス/電話 
番号と名前のリストです。 

3-11 ページ 

短縮ダイヤルリスト^ 

短縮ダイヤルに登録されているファクス/電話番号と 
名前のリストです。 

3-11 ページ 

グループダイヤルリスト 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイ节ルに登録され 
ているグループダイヤルのリストです。 

3-にぺージ 



レ 

ポ 

I 

卜 

や 

U 

ス 

卜 

の 

印 

刷 
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通信管理レポート 


巧巧設定は、通信管理レポートを20回通信するごとに自動的に EP 刷ずるように設をされています。手 
動で通信管理レポートを印刷するには、次の操作を行って<ださい。 

^ •通信管理レポートを自動的に EP 刷しないようにするには、 r ツウシンカン I 」レホ‘—りをンナイ」 
メモ に設定してください（^10-5ぺージ)。 

□ フアンクシヨンキーを押してからレポート 
キーを押しまず。 

且 ◄(-) キーまたは ► ( + ) キーを押して 
「1.ツウシンカンリレホ’-卜」を選び、 OK キ 
一を押しまず。 


レホ。ート 

1 .ツウシンカンリレホ■-卜 


2003 01/17 FR I 15:30 
例： I シ•ドゥ _ ヒヨウシ'' ユン 

-通信管理レポートが印刷され、スタンバイ状 
態に戻ります。 


通信管理レポートの送受信結まは日付順に印刷されまず。 



受付番号 J r 

通信 モー广 

ECM モードで通信されたことを示します 。 -I 

エラーが発生したページ*-1 

ェラ-コード」 

通信中にストップ/リセットキーが押されたことを示します。一 I 

通信にかかった時間一 


W 前の通信管理 
レポートに印刷 
されたことを示 
します。 
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受信エラー文書のときは、実際に巧刷できたページ数とレポートのページ数が異なりまず。 



































送信結果レポート 


巧期設定は、を信結まレポートをエラーが発生したときのみ印刷するよラに設定されています。 

設定を変更するときは、1 0-5 ページを参照してください。 

目口刷するよラに設定しているときは> 運んでいる設定によって、次のような送信結果レポートまたはエ 
ラーち信レポートが印刷されます。 



レポ—卜ゃリストの印刷 
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■ マルチ通信結まレポート 

同報ち信が行われると、次のようなマルチ通信結果レポートが印刷されます。 

このレポートは、 r レホ‘—トセツテイ」の r ソウシンケツカレホ‘—りで「アリントスル」または「エラ—シ’ 
ノミアリント」を選んだ場合に EP 刷されます（一 10-5 ページ)。 


2003 01/17 18:14 FAX 03 3758 211 


*** 7ルチ通信結果レ r - 卜 


囚001 


受付番号 0015 

枚数 1 

ホ通信相手先 


終了相手先 

[ 02] 011728 9000 けノン J じパ•イサツホ。 □ 

[* 02] 075 2419000 けノン州•イキヨウト 

エラー相手先 


受信結果レポート 


巧期設定は、受信中にエラーが発生してわ受信結果レポートを EP 刷しないよラに設定されています。 
設定を変更するときは、1 0-5 ページを参照してください。 

目口刷するように設定しているときは、次のような受信結まレポートが印刷されます。 


2003 01/17 15:36 FAX 03 3758 2111 


囚001 


受信結果レ; tr - 卜 


次の受信は正しく終了しました 


受付番号 
巧手の電話番号 
相手先略称 
-開始時刻 
-通信時間 
•枚数 
•通信結果 


5003 

022 265 9000 
キヤノン H 川‘イセソグイ 
01/17 15:35 

00,16 


Ok2 


OK :全ページ受信できたことを示しまず。 

NG :一部またはずベてのページが受信できなかったことを示します。 
受信ページ数 
受信(こかかった時間 
受信開始時刻 
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困つたとをには 


メッセージとその内容 

本機が動作中のときや > エラーが発生したときは、 LCD ディスプレイに次のようなメッセージが表示さ 
れまず。 

ここでは、ファクス機能に関するメッセージを説明します。その他のメッセージについては、「ユーザ 
-ズガイド」を参照してください。 

メッセージ 

原因 

巧処方ミち 

(ゥヶッヶ A , ンコ''ゥ） nnnn * 

ち受信したファクスには> 
自動的に通し番号 ( nnnn ) 

が付け6れまず。 

あとでこの番号が必要になる場合は、 
番号を書き留めて<ださい。 

r ンコウカ'' ナカ'' スキ" 7ス 

ADF か6の送信で、原稿の 
長さが 1 m を超えているか、 
送信時闇が長ずぎます。 
または，原稿が ADR こ正し 
<送り込まれていません。 

原稿を ImW 巧にするか、いくつかに 
分割してを信してください。 

または、原稿を ADR こ正しくセット 
してください。 

ゲ’ン〕巧セットシナオシテクタ'‘サイ 

ADF を使って複数枚コピー 
しているとき、 ストップ/リ 
セット キーを押し残りの原 
稿を取り除かずに OK キー 
を押すとエラーが発生しま 
ず。 

ADF か6原稿を取り化し、再びセッ 
卜しなおしてください。「ユーザ 
ーズガイド」)。 


「グン]巧テンケンシテクタ‘サイ」 

のメッセージ表示後、原稿 
を正しくセットしないで ス 
夕ート丰一 を押すとエラー 
が発生します。 

ADF か5原稿を取り化し、用紙をさ 
ばいてか6、机などの平らな面で端を 
そろえ、再びセットしなおしてくださ 
い（一「ユーザーズガイド」)。 

ゲ’ン]巧テンケンシテクタ'' サイ 

ADF (自動原稿給紙装置）内 
で原稿がつまっています。 

ADF か6原稿を取り除きます 
(一「ユーザーズガイド」)。 

原稿の長さが適切であるか確認して 
<ださい卜 「ユーザーズガイド」)。 
そのあと、本機のちカバーをいった 
ん開けて閉じ、本機をリセ、ソトして 
ください。 


ADF □—ラが空回りしてい 
ます。 

原稿を取り化し，用紙をさばいてか 
ら、机などの平6な面で端をそろえ 
てください。 

ゾユワキヲオイテクタ'' サイ 

電話の受話器がかれていまず。 

受話器をきちんと戻して<ださい。 


受付器号はスタンバイモードでは表示されません。表示されるのは、原稿を読みこんでいるとき、 
通信状ミ兄や送信予約を確認しているとき、メモリに保をされている原稿をお認しているとき、ファ 
クスを手動送受信しているときでず。 


困ったときには 
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メッセージ 

原因 

巧化方法 

夕'' イコウシ‘ュシンシマシタ 

用紙がない、トナーが切れ 
ている、紙づまり、または用 
紙のサイズが正しくないと 
いった原因により受信した 
ファクスを印刷できないの 
で、メモリに保をしました。 

カセットじ正しいサイズの用紙をセ 
、ソトずるか、カートリッジを交換す 
るか、つまった用紙を取り除いてく 
ださいい 「ユーザーズガイド」)。 

ミトゥ□クデ、ス 

ホ登録のワンタッチダイヤ 
ル丰一または短縮ダイヤル 
キーが押されました。 

必、要に応じてそのワンタッチダイ中 
ルキーまたは短縮ダイヤルキーにフ 
ァクス/電話番号を登録しまず 
(-3-2. ぇ5ぺージ)。 

メモリカ’’イッ A ’ イテ''ス 

原稿の読みこみ中、または 

原稿を何回かに分けて送信ずるか、を 

(0 け-ヲオシテクダサイ） 

ファクスの受信中にメモリ 
がいっぱいになりました。 

信解像度をほくしてください。 

メモリの空き容量が足りないときは、 
メモリ巧の原稿がある程度を信される 
までお待ちください。または，メモリ 
内の不要な原稿を印刷するか削除して 
くださし、 (一4-18)。 ADF を使って原 
稿を読みこんでいるときに「メモリが 
イッ A ’ イデ' ス」 roK キ-ヲオシテクタ'' サイ」 
が表示されると、読みこみ中の原稿が 
ADF の途中で止まります。この場合は、 
残りの原稿を取り除いて OK キーを押 
せば原稿が自動排紙されます。 

メモリシヨウリョウ nn % 

メモリの使用率を示してい 
ます。このメッセージは、 
原稿を ADF にセットしたと 
きに表示されます。 

メモリの空き容量をもっと増やした 
いときは、メモリ内の原稿がを信さ 
れるまでお待ちください。または、 
メモリ巧の不要な原稿を印刷するか 
削除してください （^4-18 ぺージ)。 

ヨウシサイス’' エラー 

カセットまたは手差しトレ 
イにセットされている用紙 
のサイズと、ユーザモード 
の r ヨウシサイス''」で設定 
された用紙のサイズが一致 
しません。このメッセージ 
は、レポートや受信ファク 
スを印刷ずるときに表示さ 
れることがありまず。 

正しいサイズの用紙をセットするか、 
ユーザモードの「ヨウシサイス''」の設 
走を変更してください「ユーザ 
ーズガイド」）。そのあと、本機のち 
カバーをいったん開けて閉じ、本機 
をリセ、ソトしてください。 

ヨウシサイス'' ヘンコウ 

用紙サイズの設をが正し< 
ありません。 

用紙サイズをレター、リーガル、 A 4、 
B 5、 または A 5 のいずれか適切なサイ 
ズに設定し、そのサイズの用紙をセ 
、ソトしてください。正しい用紙サイ 
ズが設をされると、受信したファク 
スの EP 刷が自動的に開始されます。 

手動レポート出力時に、このメッセ 
ージが化たときは、用紙サイズをレ 
ター、リーガル、 A 4 のいずれか適切 
なサイズに設走して < ださい。 


























ファクスびほえない 


国ファクスち信でのトラブル 

I ファクスを送信でさない 

本機が過熱状態になっている 

. 電源コンセントか6電源コードのプラグをおき、約10分待って本機の温度を下げてください。その 
後、プラグを差し込んで、もう一度を信して<ださい。 

電話回線の種類（プッシュ回線またはダイヤル回線）が正しく設定されていない 

-電話回線の種類を正しく設をしてください（一 2-8 ページ)。 

原稿が正しくセットされていない 

-原稿を取り化し、原稿台ガラスまたは ADF に正しくセットしてください。複数ページの原稿を ADF 
にセットずる場合は、原稿の端をきちんとそろえてください「ユーザーブガイド」）。 

. ADF が閉じていることをお認してください。 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルにファクス/電話番号び正しく登録されていない 

. ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルが正しく登録されているかお認してください「3章スピ 
ードダイヤルの登録」)。 

間違った番号をダイヤルした 

• を号をお認して、もう一度ダイヤルしてください。 

送信巧のファクス機器に用紙びない 

• 巧手先に連絡し、用紙をセットしてもらってください。 

メモ U か6別の原稿を送信している 

-送信が終了ずるまでお待ちください。 

送信時にエラーが発生した 

-通信管理レポートを印刷して、内容を確認してください（一 8-2 ページ)。 

電話回線に問題びある 

-本機に接続している電話の受話器を取って、発信音が聞こえるかどうか植認してください。聞こえな 
いときは、最寄りの電話会社に連絡して<ださい。 

送信先のファクス機器が G 3 に対応していない 

-送信先のファクス機器が G 3 に対応しているか確認してください。 

送信巧のファクス機器び使用中か、電源び入っていない 
エラー送信レポートに「話し中でした」と表示される 

-送信先のファクス機器が使用中の場合は、しばらく待ち、わう一度を信してください。 

• 送信先に連絡して、ファクス機器が正しく作動しているか点検してもらってください。 

自動 U ダイヤルを、已5秒む内に送信先のファクスび応答しない 

-送信先に連絡してファクスを点検しても6ってください。海外へ送信するときは、ポーズを入れてく 
ださい （^7-1 ページ)。 


困つたとさには 
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通信中/メモリランプび点滅ずる 

-通信中/メモリランプは、ファクスをち受信しているとき，および本機に接続している電話機が使用 
中のときに点滅します。電話機が使用中のときは、适話がおわるまで待ち、もう一度を信して<ださ 
い。 

-電話機が使用されていない場合は、メモリ内の化の原稿が送信されていまず。送信が終わるまで待ち， 
もう一を送信してください。 

I 送信したファクスがミちれている 

送信巧のファクス機器が原因である可能性がある 

-本機でコピーしてみてください「ユーザーズガイド」）。きれいにコピーできれば、を信先のファ 
クス機器が原因と思われまず。コピーが汚れていたときは、本機の原稿台ガラスや読み取り部を清掃 
して<ださい（一「ユーザーズガイド」）。 

原稿が正しくセットされていない 

-原稿を取り化し、原稿台ガラスまたは ADF に正しくセットしてください。複数ページの原稿を ADF 
にセットずる場合は、原稿の端をきちんとそろえてください「ユーザーブガイド」）。 

I ECM で送信できない 

送信巧のファクス機器が ECM に対応していない 

-送信先のファクス機器が ECM に対応していないときは、エラーをチェックしない標準モードでを信 
されます。 


「 ECM 送信 ( ECM ソウシン)」び r シナイ」に設定されている 

.「 ECM ソウシン」の設走を植認してください（^10-6ぺージ)。 

I 送信時にたびたびエラーび発生する 

電話回線や接続の状態がよ < ない 

-送信開始ま度（ソウシンスタートスヒ‘ ー ド）の設定を遅くしてみてください（^10-4ぺージ)。 

国フアクスき信でのトラブル 

I 自動でファクスを受信できない 

自動受信に設定されていない 

• ファクスを自動的に受信ずるには、受信モードを 「 FAX / TEL 丄「グドウ」、または r ルス TEL 」 に 
設をしてください「5章ファクスを受信する」）。りレス TEL 」 に設定しているときは、留守を電 
話機が本磯に接統され、応答メッセージが正し<録音されているかお認してください。 


メモ U がいっぱいになっている 

-メモリ巧の原稿を印刷または削除して、メモリを空けてか6もう一度送信してもらってください 
(一4-旧ページ)。 

受信中にエラーび発生した 

-通信管理レポートを印刷して、内容を確認してください（一 8-2 ページ)。 

カセットに用紙びセットされていない 

• 用紙がカセットにセットされているか確認してくピさい「セットアップガイド」）。 

モジュラージャックコードが正しく接続されていない 

. モジュラージャックコードが正しく接続されているか殖認してください「セットアップガイド」）。 


I 電話とファクスの受信が自動のに切り替わ！ 5 ない 

電話とファクスの受信が自動のに切り替わるよ5に設定されていない 

. 自動的に切り替えるには、受信モードを 「 FAX / TEL 」 またはりレス TEL 」 じ設走ずるあ要がありま 
す（一「5章ファクスを受信ずる」）。 

「ルス TEL 」 に設定しているときは、留守番電話機が本機に接続されていること、応答メッセージが 
正しく録音されていることを植認してください。 

送信側のファクス機器が CNG 信号（ファクスであることを示ず信号）を送れない 

• CNG 信号を送れないファクス機器わあります。 

その場合は、手動でファクスを受信して<ださい（一 5-5 ページ)。 

I 手動でファクスを受信できない 

受話器を戻したをに、 スタートキ ーを巧したか、 U モート受信 ID をダイヤルしたので電話び切れてし 
まった 

- スタートキ ーは受話器を戻す前に押してください。リモート受信の ID 番号わ、受話器を戻ず前にダイ 
ヤルしまず。順唐を逆にすると、電話が切れてしまいます。 

-電話回線がダイヤル回線のときは、リモート受信の ID 番号に 5) をダイヤルする前に、電話機でプ 
、ソシュ信号に切り替えてください（一 7-2 ページ)。 

I 受信したファクスの画質び悪い 

本機のを件に合わない用紙がセットされている 

. 適切な用紙をカセットまたは手差しトレイにセットしてくピさい「ユーザーズガイド」）。 

送信側のファクス機器に原因びある 

-ファクスの画質は、通常、送信側のファクスによってままります。を信側に連絡して、読み取り部が 
ミちれていないか確認しても6ってください。 

ECM がお効になっている 

• ECM 受信を「スル」に設をしてください（一 10-6 ぺージ)。 

I ファクスび印刷されない 

カートリッジが正しく取り付け S れていない 

-力ートリッジが正しく取り付け6れているか植認してください（一「ユーザーズガイド」）。 

力ートリッジ内のトナーの巧量がかなくなっている 

-「カートリッジ交換の目安」を参照して、あ要な場合は新しいカートリッジと交換してください。 

卜 「ユーザーズガイド」)。 

• 新しい力ートリッジが手元にない場合は、ユーザモードの「ファクスキノウセッテイ」で、 r インシ''ケイ 
ゾク」を「スル」に設定します。 

この設定を違ぶと、トナーが切れても原稿はメモリに保存されず、印刷がそのまま継続されます 
(一 10-8 ページ)。なるべく早く新しい力ートリッジを入手ずることを推奨します。 

カセットに用紙びセットされていない 

-カセットが空になっていないかどうか確認してください（一「ユーザーズガイド」)。 

正しいサイズの用紙びセットされていない 

. ロウシサイス'' エラ—」あるいは r ヨウシサイス'' ヘンコウ」が表示される場合は、正しいサイズの用紙 
をセットするか、ユーザモードの「ヨウシサイス''」の設走を用紙サイズに合わせて変更してください 
(一「ユーザーズガイド」)。 


困つたとさには 
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I 画像の印刷にしみやむ！ 5 びある 

電話回線や接続の状態がよ < ない 

. ECM で受信してみて<ださい（^10-6ぺージ)。電話回線の状態がよ<ない場合は、受信開始ま度 
ぴ ュシンスタートスヒ ’ー ド）の設定を遅くしまず（^10-4ぺージ)。その後、もう一度を信しても 
らってください。 

送信側のファクスに原因がある 

-ファクスの画質は、通常、を信側のファクスによってままります。送信側に連絡して、読み取り部が 
ミちれていないか植認してもらってください。 

I ECM で受信できない 

送信元のファクス機器が ECM に対応していない 

-送信元のファクス機器が ECM に対応していないときは、エラーをチェックしない標準モードで受信 
されます。 


「 ECM 受信 （ ECM シ' ュシン) J が r シナイ」に設定されている 

.「 ECM ゾュシン」を「スル」に設定してください（^10-6ぺージ)。 

I 受信中にたびたびエラーび発生する 

電話回線や接続の状態がよくない 

-受信開始を度（シ '' ュシンスタートス ヒ ’ー ド）の設定を遅くしてみてください（^10-4ぺージ)。 

送信側のファクスに原因びある 

-送信側に連絡して、ファクス機器が正しく作動しているか植認してもらってください。 


電話びほえない 


I ダイヤルできない 

モジュラージャックコードび正しく接続されていない 

. モジュラージャックコードが正しく接続されているか植認してください「セットアップガイド」）。 

電話回線の種類（プッシュ回線またはダイヤル回線）が正しく設定されていない 

-電話回線の種類を正しく設走してください（一 2-8 ページ)。 

I 通話び切断される 

モジュラージャックコードが正しく接続されていない 

. モジュラージャックコードが正しく接続されているか殖認してください「セツトアップガイド」）。 
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モ期せず電源び切れたとを 


停電や誤って電源コードを電源コンセントから抜いてしまった場合でも、内蔵されている電池によリユ 
ーザデータやスピードダイヤルの設定は保持されまず。メモリに保をされている送受信原稿は、約1時 
圍経過すると消去されます。 

電源が切れると、次のような状態になります。 

• ファクスのを受信やコピーはできません。 

. オプションの八ンドセットを取り付けている場合、ハンドセットで電話をかけることはできません。 

また、本機に電話機を接続している場合ち、機種によっては、電話をかけることはできません。 

-オプションの八ンドセットや、本機に接続している電話機で、電話を受けることはできます。 

電源が切れたときにメモリから消去された原稿がある場合は、電源を人れたときじメモリクリアリスト 
が自動的に印刷されまず。 



2003 01/17 15:00 FAX 03 3758 2111 キャノンお/シサ 回001 



♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦古♦♦古 ♦♦♦♦♦♦ 

*** 巧リクリアリスト*** 

********************* 

次の通信予約またはパリはクリ？されました 


受付番号 

通信トト’ 

巧手先 

おな 

费付時刻 

開括時刻 

0041 

0042 

送信 

同報送信 

[* 02] キヤノン n 州•イキヨウト 
[本 01] キヤノン n 州•イモリオカ 
[ 01] キヤノン U 州•イ 

3 

1 

01/17 14:40 

01/17 14:45 






嫁. カセットに A 4、 レター、リーガル W かのサイズの用紙がセットされているときは、メモリク 
メモ リアリストは印刷されません。 

-電源が入ったときにカセットに用紙がセットされていないときや、力ートリッジ内のトナーが 
切れているときは、メモリクリアリストは EP 刷されません。 


どラしてを題び解ミ夫しないとを 


問題が発生してこの章とユーザーズガイドの「8章困ったときじは」の説 B 月に従って対処してみても, 
どうしても解ましなかったときは，お買い求めの販売店，またはキヤノンお客様柜談センター（裏表紙) 
に連絡してください。 

キヤノンのサポートスタッフは、お客様にご満足いただける技術サポートを提供できるようじトレーニ 
ングされております。お買い求めの販売店またはキヤノンお客様柜談センターへのお問い合わせについ 
ては、「ユーザーズガイド」を参照してください。 


困つたとさには 
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ユーザ モー ドの設定 


ーザモードの設定のしかた 


ユーザモードのメニューを使って、本機の機能を設走できます。ご利用いただけるメニューと表示は， 
お使いのモードによって異なります。ここでは、ファクスモードのメニューについて説日月します。 

侈 •ファクスモードとコピーモードで共通のメニューと、コピーモードのメニューについては、 
メモ 「ユーザーズガイド」を参照してください。 

•設定を変更する前に、ユーザデータリストを印刷すると、現在の設定を確認できます 卜巧 
ページ)。 

国メニューを表示する 


OK キーを押しまず。 

レ ホ。ー トセッテイ 

例 ：I 1.ソウシンケッカレ ホ •ート 胃 

像 .サブメニューの詳細については、 10-2 
クモ 〜 10-11 ぺージを参照してください。 

• イ（一 ） キーまたは ► ( + ) 丰一で選択し 
たを、 OK キーを押してまをします。 

. OK キーを押す前に ストップ/リセット 

キーを押すと、逞がした設定は登録さ 
れません。 

•ストップ /y セット キーを押すと、メニ 

ューの設定が終了しまず。 

•ユーザモード キーを押すと、1つ上のメ 
ニューに戻りまず。 


因 


ユーザモード キーを 押しまず。 

◄ (-) キーまたは ►(+) キーを押して変更 
ずるメニューを選び、 OK キーを押しまず。 


例： 


例： 


トウ□ク/セッティ 
4. ファクスキノウセツテイ 


ファクスキノウセツテイ 
1 . キホンセツテイ 


◄ (-) キーまたは ►( + ) キーを押して、変 
更するサブメニューを還びまず。 


例： 


ファクスキノウセツテイ 
2.レホ•ートセツテイ 


ユ—ヴでドの設定 
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■メニュー設定一質表 

^ •現在の設定は > ユーザデータリストを印刷ずればチェックできまず（^2-7ぺージ)。 

メモ 

用が設定 （1. ヨウシセッテイ） 

詳しくは「ユーザーズガイド」を参照してください。 

共通機能設定 （2. キヨウツウキノウセツテイ） 


項目ち 

内容 

1. ショキモート'‘ 

電源を人れたときや才-トクリア*が働いたとき、スタン 
バイ表示をコピーモードとファクスモードのどち6に 
するかを違びます。 

北。— 

コピーのスタンバイモードになります。 

フアクス 

ファクスのスタンバイモードじなります。 

2. 才ートクリア〕'‘ ノモート '' キリカエ 

才ートクリア*が働いたとき，「シヨキモード」で還んだス 
タンバイモードに戻すかどうかを選びまず。 

ショ巧ードニモドス 

才ートクリア*が働いたとき，「シヨキモード」で還んだモ 
ードに切り替わります。 

ショキモート''ニモト'' ヴナイ 

才ートクリア*が働いたとき、「シヨキモード」で達んだモ 
ードに切り替わりません。 

3. オン1」ョウチョウセイ 

音量を設定します。 

1 .キ-タッチオンリョウ 

操作パネルのキーを押したときの音量を設定します。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか5選びます。 

ナラサナイ 

音が鳴りません。 

2. アラームオン IJ ョウ 

オフフックアラーム音の音量を設定します。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか6選びます。 

ナラヴナイ 

音が鳴 U ません。 

3. ソウシンシュウリョウオンリョウ 

ファクス送信が終了したときの通®音量を設定しま 
す。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか6違びます。 

エラ-シ‘ノミナラス 

エラーが発生したときのみ鳴6します。 
r オンリヨウ 1 、2、りか5選びます。 

ナラサナイ 

音が鳴りません。 


卜 「ユーザーズガイド」） （太字：初期設定) 
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項目ち 

内容 

4.シ '' ュシンシュウリョウオンリョウ 

ファクス受信が終了したときの通®音量を設定しま 
ず。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか6違びます。 

エラ-シ”ノミナラス 

エラーが発生したときのみ鳴6しまず。 
r オンリヨウ 1 、2、りか6違びます。 

ナラサナイ 

音が鳴りません。 

日.フ n IJ ントシュウリョウオンリョウ 

EP 刷が終了したときの通知音量を設をします。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか6違びます。 

エラ-シ’ ノミナラス 

エラーが発生したときのみ鳴6しまず。 
r オンリヨウ 1 、2、りか5選びます。 

ナラヴナイ 

音が鳴りません。 

目.ヨミトリシュウリョウオンリョウ 

原稿の読みこみが終了したときの通®音量を設定しま 
ず。 

ナラス 

r オンリヨウ 1 、2、りか5選びます。 

エラ-シ‘ノミナラス 

エラーが発生したときのみ鳴6します。 
r オンリヨウ 1 、2、りか6選びます。 

ナラサナイ 

音が鳴リません。 

7.ヨヒ'‘夕''シオンリョウ 

呼び化し音の音量を設をします D 
「オンリが1、2、3」から選びます。 

日.ツウシンオンリョウ 

回綜モニターの音量を設定します。 

ナラス 

r オンリヨウ1、2、りか6違びます。 

ナラサナイ 

音が鳴リません。 


(太字：初期設定) 


惨. 共通機能設定の「4. ノウドセツテイ」、「日.トトトアモ—ド」については、「ユーザーズガイド」 
を参照してください。 

コピー 機能設定 （3. 〕ピ-シヨウセツテイ） 

詳しくは「ユーザーズガイド」を参照してください。 


ユ—害-ドの謹 
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ファクス 機能設定 （4. ファクスキノウセツテイ) 


項目ち 

内容 

1 . キホンセッテイ 

ファクスモードの基本機能を設をします。 

1 .テ'' ンワカイセンセッテイ 

電話回綜を設をします。 

1. ュ-ヴ TEL 

本磯のファクス/電話番号を、スペースを含めて20がな J 
巧で登録します（^2-已ぺージ)。 

2. カイセンシュルイセンタク 

電話回線に合わせて設ちします（一 2-8 ページ)。 

ダ‘イヤルカイセン 

ダイヤル回線（パルス回線） 

ダ'イヤルスピードセン タク： rsopps 」、 「 1 0PPS 」 
から選びます。 

フ’ッシュカイセン 

プッシュ回綜 （1 ン回綜） 

3. ソウシンスタートスピード 

ファクスの送信スピードを設定します。 

3 3 6 0 日 bps/l 44 日日 bps /9 目日日 bps /7 2 0 日 bps / 
4800 bp s /24 日 0 bps 

4 .シ。ュシンスタートスヒ。ート“ 

ファクスの受信スピードを設をします。 

3 3 6 0 0 bps /1 44 OObps /9 6 0 Obps /7 2 0 0 bps / 

4 8 0 0 b p s /2 4 0 0 bps 

2. 2- サ'' リャクショウトウ□ク 

あなたの名前（または会社を）を > スペースを含めて 

24文字 t (内で登録しまず (^2-日ページ）。 

3. ルッシンモトキ□ク 

ち信ずるファクスの各ページに発信元情報を印刷ずる 
かしないかを設定します（^2-4ぺージ)。 

ジケル 

発信元情報をつける。この設定を選んだときは、さら 
に次の設定を巧えます。 

1 . A ッシンモトキ□クイチ 

力‘'ソ’ウノソトこツケル： 画像領域の外側に印刷します。 
力‘ソ''ウノナカ こ ツケル： 画像領域内に印刷します。 

2 .テ'‘ンワノ V ' ンコ"ウマーク 

番号の前につけるマークを設定します。 

FAX ;番号の前に FAX をつけます。 

TEL : 番号の前に TEL をつけます。 

ツヶナイ 

発信元情報をつけません。 

4. ヨミトリノウ K セット 

ち信ずる原稿の読み取り濃度を設定しまず。 9 段階の濃 
度があります。 濃度 キーを押したときの設定です。 

1. ゥスク 

濃い原稿のときに選びます。濃い原稿の読み取り濃度 
は 4 段階で調整できます。 （ちか 67 香目） 

2. フッウ 

普通の原稿のときに達びまず。普通の原稿の読み取り 
濃度は3段階で調整できます。 （ちか 65 番目） 

3 .コク 

薄い原稿のときに達びます。薄い原稿の読み取り濃度 
は 4 段階で調整できます。 （ちか 63 ま目） 

5. オフフックアラーム 

手動で送受信後、電話の受話器がかれているときに、 
警告音を鳴 6 ずかどうかを設定しまず。 

スル 

警告音を鳴 6 しまず。 

シナイ 

警告音を鳴 6 しません。 


(太字： 初期設定) 












項目ち 

内容 

2.レホ’ートセツテイ 

レポートの設定をします。 

I.ソウシンケツカレホ•ート 

送信ずるファクスの送信結果レポートを自動的に EP 刷 
するかどうかを設定します。 

フ 。リントシナイ 

印!刷しません。 

エラ-シ‘ノミフ’リント 

エラーが発生したときのみ EP 刷しまず。 

ソウシンカ'' ソ'‘ウ 

を信結まレポートにファクスの最初のページをつける 
かどうかを違びます。 

ツケル 

最初のページをつけて印刷しまず。 

ジケナイ 

最初のページをつけないで EP 刷しまず。 

T リントスル 

を信するたびに印刷します。 

ソウシンカ'' ソ''ウ 

送信結果レポートにファクスの最初のぺージをつける 
かどうかを達びまず。 

ツケル 

最初のページをつけて印刷しまず。 

ジケナイ 

最初のページをつけないで EP 刷します。 

2.シ '' ュ シンケツカ レがー ト 

受信するファクスの受信結果レポートを自動的に EP 刷 
するかどうかを設定します。 

フ’リントシナイ 

印!刷しません。 

エラー シ '' ノミ フ" リント 

エラーが発生したときのみ EP 刷しまず。 

T リントスル 

受信するたびに印刷します。 

3. ツウシンカンリレホ‘-卜 

送受信が20回行われるごとに、通信管ちレポートを自 
動的に印刷するかどうかを設定しまず。 

スル 

印!刷します。 

シナイ 

印!刷しません。 


(太字： 初期設定) 


ユ—害-ドの謹 
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項目ち 

内容 

3. ソウシンキノウセッテイ 

を信機能を設定します。 

1 .ECM ソウシン 

ECM モードで送信するかどうかを設ちします。 

スル 

相手先のファクス機器が ECM に対応しているときは、 
常に ECM モードで送信します。 

シナイ 

ECM モードは使いません。 

2 .ホ。ース '' シ''カンセット 

ダイヤル中にリダイヤル/ポーブキーを押して入力ず 
るポーズの長さを設定します。 

「日 1 〜 15 ヒ''ヨウ」か 6 還びます。 （0 2 ヒ''ヨウ） 

3 .シ''ドウリダ' イヤル 

相手が通話中のときに自動的にリダイヤルするかどう 
かを設定します。 

スル 

リダイヤルします。 

1 .リタ"イヤルカイスウ 

何回までリダイヤルするかを指をします。 

「日 1 〜 15 カイ」か 6 指をします。 （0 2 カイ） 

2 .リタ'‘イヤルカンカク 

リダイヤルの圍隔を指をします。 

「日 2 〜 9 9 フン」か 6 指をします。 （0 2 フン） 

シナイ 

リダイヤルしません。 

4 .夕'' イヤルタイムアウト 

スピードダイヤルまたはリダイヤルを使ってファクス 
番号をダイヤルした場合> 自動的に原稿を読みこむか 
どうかを設定しまず。また、テンキーでダイヤルし> 
OK キーを押した後、自動的に原稿を読みこむかどう 
かもこの設定に応じてままります。 

スル 

ファクス番号をダイヤルすると、 5 秒または 10 秒]: J 巧 
に読みこみを開始します。 

シナイ 

スタートキーを巧ずまで読みこみを開始しません。キ 
一を押さないで 2 分圍経過すると、スタンバイモード 
に戾りまず。 

日.夕 '' イ中ルシ'‘カイセンカクニン 

使用する電話回綜の状況を確認してからファクスを信 
を開始するかどうか違択します。 「スル」 に設定した 
場合、回線状ミ兄に応じて電話電話番号のダイヤル操作 
を行うため，巧手機と正常に届信ずることができまず。 
通常は 「スル」 に設定してください。 

スル 

送信時に回綜状況を確認してか 6 ダイヤル操作を開始 
します 

シナイ 

を信時に回線状態を痛認しません。お使いの電話回線 
が NTT と J 外（巧綜同±の通信等）の場合には「シナイ」 
に設定してください。この場合 「スル」 に設定ずると， 
送信エラーの原因になることがあリます。 

4 .シ '' ユシンキノウセッテイ 

受信機能を設をします。 

1 .ECM ゾユシン 

ECM モードで受信するかどうかを設ちします。 

スル 

送信元のファクス機器が ECM に対応しているときは、 
常に ECM モードで受信しまず。 

シナイ 

ECM モードは使いません。 


(太字： 初期設定) 














項目ち 

内容 

2. F/T ショウサイセツテイ 

FAX/TEL 受信モードのときに、詳細設定ができまず。 

I .ヨヒ''夕'' シカイシシ''カン 

着信が電話なのかファクスなのかを、呼び化し音を鳴 
6 す前に本磯が羽断する時聞を指定しまず。 

「日 0 〜 3 化'' ヨウ」か 6 指をします。 （0 8 ヒ‘'ヨウ） 

2. 3 ヒ''夕'' シシ‘'カン 

呼び化し音を鳴らす時闇を指をしまず。 
r 日 15 〜 3 日化‘’ヨウ」から指定しまず。 （01 7 ヒ"ヨウ） 

3 .ヨヒ''ダ' シコ'' ノ K ウサ 

ヨヒ''ダ‘シゾカンで設定した呼び化し時間の経過後に、 
ファクスを受信するかどうかを設定しまず。 

シ’‘ ユ シン 

自動的にファクス受信モードになり、ファクスを受信 
しまず。 

シュウリョウ 

電話を切ります。 

3. チヤクシンヨヒ1’夕'' シ 

自動受信モードのとき、呼び化し音を鳴らすかどうか 
を設定します D 

シナイ 

ファクス受信時に呼び化し音を鳴 6 さない。（節電モ 
-ドになっているときは，呼び化し音が 1 〜 2 回鳴るこ 
とがあリます。） 

スル 

電話機が本磯に接続されている場合、ファクス受信時 
に呼び化し音を鳴 6 します。 

3 ヒ‘'夕'‘シカイスウ 

自動受信を開始するまでに、呼び出し音を鳴らす回数 
を指をします。 

「日 1 〜 9 9 カイ」か 6 選びます。 （0 2 カイ） 

4 .シ''ドウシ'' ュシンキリカエ 

手動受信モードのときに、ファクスを自動的 1 こ受信す 
るかどうかを設定しまず。 

シナイ 

ファクスを受信しない。本機に接続されている電話機 
で応答するまで> 呼び化し音が鳴リつづけまず。 

スル 

呼び化し音を指をされた時园鳴 6 した後、ファクスを 
受信しまず。 

ヨヒ•夕‘' シシ'‘カン 

ファクスを受信するまでの呼び化し時闇を指をしま 
す。 

「日 1 〜 9化'' ヨウ」か 6 指をします。 （15 ヒ''ヨウ） 

己.リモートシ'' ュシン 

リモート受信ずるかどうかを設をします （^5-5ぺ一 
ジ)。 

スル 

リモート受信しまず。 

リモートシ'' ュシン ID 

本機に接続した電話機か 6 人力し> ファクス受信を開 
始するための ID 番号です。リモート受信 ID は、日〜 

木、 #を使った 2 巧の組み合わせじ変えることができま 
す。 (25) 

シナイ 

リモート受信しません。 


(太字： 初期設定) 


ユ I 》下ドの謹 
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項目ち 

内容 

日.フ。 

1」ントセッティ 


印刷機能を設定します。 

1. 

力'' ソ'‘ウシユクシヨウ 


用紙のサイズに合わせて画像を縮小ずるかどうかを設 
汇します。 


スル 


縮ルしまず。 


1. シユクシヨウモード 

センタク 

縮小するモードを達びます。 

シ''ドウ： サイズを自動で縮ルします。 

コテイ：「9796」、「95%」' り 0%」、「75%」か6達択 
したサイズに縮小します。 


2. シユクシヨウホウ〕ウ 

センタク 

縮ルする方向を選びまず。 

タテノミ： 縦ち向のみ縮ルします。 

タテヨ〕トモ：縦、横の両方を縮小しまず。 


シナイ 


縮小しません。 

2. インシ'‘ケイソ‘' ク 


トナーの残量がなくなり、 r 力-トリッシ''力‘カラ ニ ナリ 

7シタ」と表示された場合に、印刷を続けるかどうかを 
設定しまず。 


スル 


EP 刷を続けまず。新しい力ートリッジが手元にないと 
きに便利ですが、トナーが切れてち代行受信しな<な 
ります。力ートリッジを交換した6、設定を「シナイ」 

に戻してください。 


シナイ 


受信したファクスをメモリに保存します。 

目.ホ。 

-リンク'‘ホ'' ックス 


ポーリングボ、ソクス機能を設定しまず。 

1. 

サクセイ 


ポーリングポ、ソクスを作成しまず。 


1.ホ'‘ックスメイショウ 


ポーリングボックスの名前を、スぺースを含めて24文 
字じ(内で登録しまず。 


2. アンショウ A '' ンコ'‘ウ 


ポーリングボックスの暗証番号（最大巧讯を登録し 
ます。ポーリングボックスの変更または削除をすると 
きに必要です。 


3. ソウシンコ'' ノケ • ンコウ 

クリア 

ポーリング送信した原稿を削除するかどうかを設をし 
ます。 


スル 


送信後の原稿を削除します。 


シナイ 


送信後の原稿をポーリングボックス内に保存します。 

2. ヘンコウ 


ポーリングボックスの設定を変更します。 


1.ホ'' ックスメイショウ 


ポーリングボックスのを前を変更します。 


2. アンショウ A '' ンコ'‘ウ 


暗証番号を変更します。 


3. ソウシンコ'' ノケ • ンコウ 

クリア 

ポーリング送信した原稿を削除するかどうかを設定し 
ます。 


スル 


を信後の原稿を削除します。 


シナイ 


送信後の原稿をポーリングボックス内に保存しまず。 

3. 

トリヶシ 


ポーリングボックスとその設定をすべて削除しまず。 


(太字： 初期設定) 













項目ち 

内容 

7. システムカン I 」セツテイ 

スタンバイモードに戻ったときの状態を設定します。 

I . FAX ホームホ’シ '' シヨン 

ファクスのスタンバイ状態を設ちします。 

I . カィソ‘' ゥド 

解像度を違びます。 

シナイ 

スタンバイモードに房っても， 画質 キーで設定した解 
像度は変わりません。 

ヒヨウシ"ユン 

通常の文字原稿に適しています。 

フアイン 

細かい文字原稿に適しています。 

シヤシン 

写真を含む原稿に適しています。 

スー A ’ ーフアイン 

細かい文字原稿や線画原稿に適しています （ r ヒヨウシ'' 
ユン」の4倍の解像度)。 

ウルトラフアイン 

細かい文字原稿や線画原稿に適していまず （ r ヒヨウシ'' 
ユン」の8倍の解像度)。 

2. ヨミトリノゥド 

読み取り濃度を設定します。 r ウスク」、 r フツウ」、「〕ク」 
に設をした場合、 r キホンセッテイ」の r ヨミトリノウド 
セット」で設定した読み取り濃度になります。 

シナイ 

スタンバイモードに戻っても、 濃度 キーで設をした読 
み取り濃度は変わりません。 

ウスク 

濃い原稿のときに違びます。 

フジク 

普通の原稿のときに違びます。 

コク 

薄い原稿のときに選びます。 

3. r ツクソウシンヨミトリサイス’' 

ブックを信丰 一を押さずに原稿 台 か6原稿を読みこみ 
たいときに設をします。 

シ—卜 

原稿台に原稿をセットしてダイヤルしても、「ゲンコウ 
ヲセットシテクタ''サイ」と表示され、 ADF に原稿をセッ 
卜しないと読みこまれません。（原稿台から読みこむ 
ときは、 フアンクシヨン キーを押したあと ブックを信 

キーを押します。） 

A 4 

原稿台にセットした原稿を全て A 4 で読みこみまず。 

A 已 

原稿台にセットした原稿を全て A 5 で読みこみまず。 


(太字： 初期設定) 


ユ—望-ドの謹 
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巧巧登録 （5 .アテサキトウ□ク) 


項目ち 

内容 

I . ワンタツチタ"イヤル 

ワンタッチダイヤルを登録します（一 3-2 ページ)。 

30件まで登録できまず。 

ワンタツチタ’’イヤル 

I .テ'‘ンワ A '' ンコ‘'ウ 

ワンタッチダイヤルキーの番号を指をします。 

巧手先の電話番号を，スペースを含めて120巧 iU 内で 
登録しまず。 

2. ナ7エ 

柜手先のを前を、スペースを含めて16文字 t (巧で登録 
します。 

2. タンシユクタ'' イヤル 

短縮ダイ节ルを登録します（^3-日ぺージ)。100件ま 
で登録できまず。 

タンシユクダイヤル 

I .テ'‘ンワ A '' ンコ‘'ウ 

短縮ダイヤル番号を指をします。 

巧手先の電話番号を、スペースを含めて120巧 iU 内で 
登録しまず。 

2. ナ7エ 

柜手先の名前を> スペースを含めて16文字 t (巧で登録 
しまず。 

3 .グルー了 ダ' イヤル 

グループダイヤルを登録します（^3-8ぺージ)。グル 
-プを129件まで登録できます。 

I .テ'' ンワノ V ’ンコ”ウ 

巧手先の電話番号を、ワンタッチダイヤルキーまたは 
短縮ダイヤル番号を使って登録します。 

2. ナ7エ 

グループのを前を、スペースを含めて16文字じ(内で登 
録します。 
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プリンタ設定（日. 了リントセツテイ） 

詳しくは「ユーザーズガイド」を参照してください。 


タイマー設定 （7. タイマ-セツテイ） 

詳しくは「ユーザーズガイド」を参照してください。 

リストの印刷 （8. リストア IJ ' ノト） 


項目ち 

内容 

1 ユ—サ''テ。—夕 

ユーザモードで設定または登録された項目のリストを 
印!刷しまず。 

2.ダ‘イヤルリスト 

ワンタッチダイヤル，短縮ダイヤル、グループダイヤ 
ルに登録した宛先リストを EP 刷しまず（^3-10ぺ一 
ジ)。 

1, ワンタツチタ'‘イヤル1」スト1 

1, ソートシナイ 

2, ソートスル 

2, タンシュクタ'‘イ中ル1」スト1 

1, ソートシナイ 

2, ソートスル 

3, グ ルーフ S ダ イ中ルリスト 

ワンタッチダイヤルリストを印刷します。 

ワンタッチダイヤル番号順に印刷します。 

を前順に巧刷します。 

短縮ダイヤルリストを印刷します。 n 

短縮ダイヤル番号順に EP 刷します。 ? 

名前順に EP 刷します。 ム 

グループダイヤルリストを印刷しまず。 モ 

3.レがートチュウシ 

リスト出力を中止します。印刷を中止するリストを選 K 

レホ’ートヲチュウシシ7スカ？ 

A イ 

イイエ 

びます。 ® 

pX 

定 

リスト化力を中止します。 

リスト化力を中止しません。 
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仕樣 


仕様は予告なく変更されることがあります。 


■フアクス仕様 

■ 適用回線 

力□入電話回線 (PSTN) 

■ 直流抵巧値 

約330が 

* 電話回綜の抵抗値と本機の抵抗値の合計が 
170 on を超える場合など、電話回綜や巧域 
などのを件じよつては通信できないことが 
ありまず。このようなときには、お買い上 
げの販売店にご相談 < ださい。 

■ 互巧性 

G3 


■ ファクス解像度 

標準： 8 pels/mm X 3.85 本 / mm 
ファイン： 8 pels / mm X 7.7 本 / mm 
スーパーファイン： 8 pels/mmx 15.4 本/ mm 
ウルトラファイン：1日 pels/mmx 15.4 本 / mm 

■ ダイヤル巧能 

•スピードダイヤル 

ワンタッチダイヤル （30 を信先） 

短縮ダイヤル（100送信先） 

グループダイヤル（最高129を信先まで) 
電話帳ダイヤル（電話帳キー） 

.通常ダイヤル（テンキー） 

-自動リダイヤル 

•手動リダイヤル（リダイヤル/ポーブキー） 


■ データ 圧縮方な 

MH、MR、MMR>」BIG 


■ あ信を度 

33. 6/3 1.2/28.8/26. 4/24/2 1.6/19. 2/ 
1 6.8/14.4/1 2/9.6/7.2/4.8/2.4 Kbps 
自動フオールバック 


■ ち信速度 

33.6 Kbps でが)3秒/ぺーシ’*、 

ECM-MMR、 メモリか6送信 
* キヤノン FAX 標準 チヤー ト N 0.1 、 標準 モー 
ド使用時 

■ スキヤン画像処理 

UHQ™ による超高品質画像処理 

■ を畳信メモリ 

送信：最大が)250ページ* 

受信：最大が)250ぺージ * 

* キヤノン FAX 標準チヤート N 0.1 、 標準モー 
ド使用時 


■ を受信の機能 

•同報送信（最高140送信ホまで） 

• 自動受信 

.FAX/TEL 自動切り替え受信 
-電話機によるリモート受信（工場化荷時の 
リモート受信 ID : 25) 

• 着信音なしのち信 
.ECM の有タカ 

. 适信管理レポート （20 适信ごとに印刷） 

•エラーを受信レポート 

-発信元情報 

•ポーリングを受信 

•タイマー送信 



様 


■電話機仕様 

■ 接続 

電話機/留守番電話機 （CNG お化信号）/デ 
ータ モデム 


■ ファクス読み取日を度 

約 3.7 秒/ページ* 

* キヤノン FAX 標準チヤート N 0.1 
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[画質]キー .1-2 

画質の設定 .4-1 
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カナ入力 . 2-2 

カナモード .2-1 

紙づまり . 1-2、 9-2 

ま 

キー （各 キーをも 参照） 

テンキー .1-2 

ワンタッチダイヤルキー .1-3 

r キータッチオン U ヨウ」 . 10-2 

記号入力 . 2-1. 2-2 

r キホンセツテイ」 .10-4 


方、 

力ートリ、ソジ . 

海外へダイヤル . 

回線種類選択 . 

r カイセンシ2ルイセンタク」 


記号、巧数を 

[◄(-) 件一 .1-2 

[►(十） ] 丰一 .1-2 

ADF (自動原稿給紙装置） 

送信 .4-7 

CNG 信号 .9-5 

「ECM ゾュシン」 .10-6 

rECM ソウシン」 .10-6 

FAX/TEL 受信モード .5-1 

詳細設定 .5-3 

呼び化し開始時闇 .5-3 

呼び化し後の動作 .5-3 

呼び化し時間 .5-3 

「FAX ホームがシ’'ション」 .10-9 

rF/T ショウサイセッテイ」 .10-7 

LCD ディスプレイ .1-2 

LCD メッセージ（各^、ソセージも参照） .........9-1 

[OK] キー .1-2 

RX.iv、4-14 

TX.iv. 4-14 

あ 

r アテサキトウ□ク」 .10-10 

アフターサービス .1-1 

「アラームオン U ョウ」 .10-2 

r アンショウ/V'ンコ''ウ」 .6-3 

暗証番号 

胃録 .6-3 

変更 .6-6 

い 

印刷 

グループダイヤルリスト .3-10 

設をの一覧 .2-7 

短縮ダイヤルリスト1 .3-10 

通信管理レポート .8-2 

メモリ内の原稿 .4-17 

メモリ内の原稿のリスト .4-15 

ユーザデータリスト .2-7 

リスト巧刷の中止 .3-12 


ワンタッチダイヤルリスト1 .3-10 

r インシ'、ケイソ'' ク」 .10-8 

5 

受付番号 . iv、4-14 

r (ゥヶッヶ A .' ン IT ゥ） nnnn 」.9-1 

え 

英字人力 .2-2 

英字モード .2-1 

エラー送信レポート 

サンプル .8-3 

エラー ランプ .1-2 

お 

才ートクリア機能 .2-1 

r 才ートクリアコ'' ノモート'‘キリカエ」 .10-2 

r オフフックアラーム」 .10-4 

r オン U ョウチョウセイ」 .10-2 
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r キヨウツウキノウセツテイ」 .10-2 

< 

[クリア]キー .1-4 

グループダイヤル 

磕認 .3-9 

檢索 .4-6 

削除 .3-9 

しかた .4-5 

胃録 .3-8 

r ク '' ルーフ S 夕'‘イ中ル」 .10-10 

グループダイヤルリスト .8-1 

印刷 .3-10 

サンプル .3-12 

r グルーフ。 ダ イヤルリスト」 .10-11 

け 

r ケ"ンコウカ'' ナカ'' スキ'' マス」 .9-1 

原稿台ガラス 

送信 .4-8 

原稿リスト .8-1 

r グン]ウヲテンケンシテクタ'‘サイ」 .9-1 

r ケ''ンコウヲセットシナオシテクタ’'サイ」 .9-1 


[コピー]キー .1-2 

さ 

[削除]キー .1-4 

し 

時刻入力 .2-5 

「システムカン U セツテイ」 .10-9 

[システムモニタ]キー .1-2 

「シ•卜"ウシ’' ュシンキリカエ」 .10-7 

自動受信モード .5-1 

自動リダイ个ル . 

設を .4-10 

中止 .4-10 

「シ"卜"ウリタ'‘イヤル」 .10-6 

縮ル .10-8 

「シュクシヨウ巿ウコウセンタク」 .10-8 

「シュクシヨウモート'' センタク」 .10-8 

受信 

FAX/TEL 


手動巧恒 . ご-5 

設定中やコピー中の受信 .5-6 

中止 .5-6 

トラブル .9-4 

ポーリング受信 .6-1 

メモリ受信 .5-6 

「シュシンキノウセツテイ」 .10-6 

受信結果レポート .8-1 

サンプル .8-4 

广シ’'ュシンケツカレホ’ート」 .10-5 

广ゾュシンシュウリョウオンリョウ」 .10-3 

「シュシンスタートスヒ。ート '' 」 .10-4 

受信モード 

「 FAX / TEL 」. 己-1 

「シ* K ゥ」 .5-1 

r シュドウ」 .5-1 

りレス TEL 」.5-1 

S 類 .5-1 

設定 .5-2 

[受信モード]キー .1-3 

手動受信モード .5-1 

手動受信（リモート受信） .5-5 

手動リダイヤル 

設定 .4-10 

中止 .4-10 

「ゾュワキヲホイテクタ'’サイ」 .9-1 

广ショキモート"」 .10-2 

ず 

数字人力 .2-3 

数字モード .2-1 

[スタート]キー .1-2 

スタンバイ表示 .1-4 

[ストップ/リセ、ソト片一 .1-2 

スピードダイヤル .3-1 

グループダイヤル .3-8 

スピードダイヤルリスト .3-10 

ソート .3-10 

短縮ダイヤル .3-5 

で法 .3-1 

ワンタ、ソチダイヤル .3-2 

[スペース]キー .1-4 


1-2 


5-1、 5-3 








































































せ 

設定ち法 .2-1 

[節電]丰一 .1-2 

節電モード .1-2 

そ 

操作パネル .1-1 

送信 . 

グループダイヤル .4-5 

しかた .4-7 

クイマー送信 .4-13 

短縮ダイヤル .4-5 

中止 .4-9 

同報送信 .4-11 

トラブル .9-3 

メモリ送信 .4-7 

メモリ内の原稿を別の相手先へ .4-16 

ワンタッチダイヤル .4-4 

「ソウシンキノウセツテイ」 .10-6 

送信結果レポート .8-1 

サンプル .8-3 

「ソウシンケツカレホ。ート」 .10-5 

「ソウシンシュウリョウオンリョウ」 .10-2 

「ソウシンスタートスヒ。ート ’' 」 .10-4 

送信予約の確認 .4-14 

た 

「夕''イコウゾュシンシマシタ」 .9-2 

タイマー送信 .4-13 

[タイマー送信]キー .1-3 

ダイヤル .4-2 

海外へ .7-1 

グループダイヤル .4-5 

スピードダイヤル .3-1 

短縮ダイヤル .4-5 

通常のダイ中ル .4-3 

ポースを入れる .7-1 

ワンタッチダイヤル .4-4 

ダイヤル回線 .2-8 

回線速度 .2-8 

「夕 '' イヤルシ'‘カイセンカクニン」 .10-6 

「夕 '' イヤルタイムアウト」 .10-6 

「ダイヤルリスト」 .10-11 

[短縮]丰一 .1-1 


短縮ダイヤル .3-5 

削除 .3-7 

しかた .4-5 

横索 .4-6 

g 録 .3-5 

変更 .3-7 

「タンシュクタ''イ中ル」 .10-10 

短縮ダイヤルリスト1 .8-1 

印刷 .3-10 

サンプル .3-11 

「タンシュクタ''イヤルリスト1」 .10-11 

ち 

r チャクシン3ヒ''夕'‘シ」 .10-7 

中止 . 

自動リダイヤル .4-10 

受信 .5-6 

手動リダイヤル .4-10 

送信 .4-9 

ご 

通常のダイヤル .4-3 

「ツウシンオン U ヨウ」 .10-3 

通信管理レポート .8-1 

EP 刷 .8-2 

サンプル .8-2 

「ツウシンカンリレがート」 .10-5 

通信状況の植認 .4-14 

通信中/メモリランプ .1-2 

て 

テンキー .1-2 

電話回線種類の設定 .2-8 

「テ’' ンワカイセンセツテイ」 .10-4 

電話機仕様 .A-1 

[電話帳]キー .1-1 

電話帳ダイヤル .4-6 

電言舌のトラブ J レ .9-6 

「テ’' ンワ/V’ンコ''ウマーク」 .10-4 

と 

同報送信 .4-11 

同報送信結果レポート 

サンプル .8-4 












































































登録 

グループダイヤル .3-8 

時刻 .2-5 

短縮ダイヤル .3-5 

舖 .2-5 

発信元情報 .2-4 

日が .2-5 

ファクス番号 .2-5 

ワンタッチダイヤル .3-2 

トラブル 

解決できないとき .9-7 

受信 .9-4 

送信 .9-3 

電源が切れたとき .9-7 

胃話 .9-6 

取撒説明書 . i 

の 

[濃度]キー .1-2 

は 

「 A ッシンモトキ□ク」 .10-4 

「 A ッシンモトキ□クイチ」 .10-4 

発信元情報 .2-4 

磕認 .2-7 

S 録 .2-4 

ひ 

曰付/時刻セット .2-5 

日付入力 .2-5 

表記 . iv 

ふ 

ファクス 

解像度 .4-1 

HH .4-1 

受信 .5-1 

送信 .4-1 

[ファクス]キー .1-2 

「ファクスキノウセッテイ」 .10-4 

ファクス仕様 . A -1 

ファクス状況の確認 

送信予約状況 .4-14 

通信状況 .4-14 


ファクスモード .1-4 

[ファンクション]キー .1-3 

[フック]キー .1-1 

[ブック送信]キー .1-3 

「フ’'ックソウシンヨミトリサイス''」 .10-9 

プッシュ回線 .2-8 

プッシュ信号 .7-2 

「フ"リントシュウリョウオンリョウ」 .10-3 

「フ n U ントセッテイ」 .10-8 

ほ 

ポーズ .7-1 

r がース '' シ''カンセット」 .10-6 

ポーリング .6-1 

ID .6-1 

暗証番号の登録 .6-3 

暗証番号の変更 .6-6 

原稿の読み化み .6-5 

受信 .6-2 

設定変更 .6-6 

送信設定 .6-3 

ポーリングボ、ソクスの削除 .6-7 

ポーリングボ、ソクスの作成 .6-3 

[ポーリング]キー .1-3 

「がーリンク'' ホ’' ックス」 .10-8 

本書の読み方 . iv 

ま 

7—ク . IV 

マルチ通信結果レポート .8-4 

み 

「 S トウ□クテ"ス」 .9-2 

め 

木 、ソセージ(各メ、ソセージも参照） .9-1 

六ニュー設定一覧表 .10-2 

「アテサキ h ウ□ク」 .10-10 

r キョウツウキノウセッテイ」 .10-2 

「コヒ t ー シヨウセッテイ」 .10-3 

「タイ7— セッテイ」 .10-11 

「ファクスキノウセッテイ」 .10-4 

「フ。リントセッテイ」 .10-11 

「3ウシセツテイ」 .10-2 


1-4 






































































「リストアリント」 .10-11 

「メモリがイッ A ‘ イデ' ス （ OK キ-ヲ 

オシテクタ'' サイ)」 .9-2 

メモリクリアリスト .8-1 

サンプル .9-7 

メモリ受信 .5-6 

メモリ照会 .4-1 已 

[メモリ照会]キー .1-3 

「メモリシヨウリョウ nn %」.9-2 

メモリを信 

中 Ih .4-9 

メモリに保をされている原稿 

受が番号 .4-14 

印刷 .4-17 

原稿の削除 . 4-18 

原稿リストの印刷 .4-1 已 

別の柜手先へ送信 .4-16 

を 

文字の入力 . 2-1、 2-2 

英字入力 . 2-2 

英字モード .2-1 

才ートクリア機能 .2-1 

カナ人力 .2-2 

カナモード .2-1 

記号人力 . 2-2 

数字人力 . 2-3 

数字モード . 2-1 

文字の修正 .2-3 

文字の消去 . 2-3 

ゆ 

「ユーヴ''テ、' 一夕」 .10-11 

ユーザデータリスト .8-1 

ユーザモード 

設定 .10-1 

メニュー設定:一覧表 . 10-2 

メニューの表示 .10-1 

[ユーザモード]キー .1-2 

「ユー ヴ"リャクショウトウ□ク」 .10-4 

ぶ 

「3ウシサイス4エラー」 .9-2 

「ヨウシサイス'' ヘンコウ」 .9-2 


「ヨヒ''夕'' シオン U ョウ」 .10-3 

「ヨ；トリシュウリョウオンリョウ」 .10-3 

「ョが」ノゥト''」 .10-9 

「ヨ；トリノウト '' セット」 .10-4 

読み取り濃度の設定 .4-2 

0 

リスト 

ソート .10-11 

印刷 .8-1 

印刷の中止 .3-12 

r リストフ。リント」 .10-11 

[リダイヤル/ポーズ]キー .1-2 

リモート受信 .5-5 

ID 番号 . 日-日、 9-5 

「リモートシ • ュシン」 .10-7 

れ 

[レポート]キー .1-3 

レポート . 

印刷 .8-1 

「レがートセッテイ」 .10-5 

r レホ。ートチュウシ」 .10-11 

わ 

[ワンタッチ]キー .1-2 

「ワンタッチタ'' イヤル」 .10-10 

ワンタッチダイヤル . 3-1、 3-2 

削隐 .3-4 

しかた .4-4 

横索 .4-6 

胃録 .3-2 

変更 .3-4 

「ワンタッチタ'' イ中ルリスト1」 .10-11 

ワンタッチダイヤルリスト1 .8-1 

巧刷 .3-10 

サンプル .3-11 


































































お客様相談センター（全国共通番号） 

050 - 555-90024 

[受付時間] <平日 > 9:日日〜2日:日日 <±曰祝日 > 1日:0日〜17:00 

(1/1 〜3は休ませていただきまず） 

《上記き号をご利用いただけない方は 043-21 1-9627 をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場ち、プ□バイダーのサービスによってつなが S ない場ちがありまず。 
《受付時間は予告なく変更ずる場ちがありまず。あ5かじめご了承ください。 


修理受付窓 □ 

デジタル複合機の修理サービスのご相談は、お買い上げ販売店または、下記のサービス窓口へお問い合わせください。 

下記、修理受付窓口の受付時間は 9:00AM、5:30PM です。±曜、日曜、祝祭日は休ませていただきます。 

(但し、東京 QR センター•新宿 QR センターの営業時間は 10:00AM 〜 6:00PM、 休業日は日曜•祝祭日です。） 

また、※印のサービスセンターでは、都送-宅配による修理品もお取り扱いを致しております。 

お願 L 、:デジタル複合機のお取り扱I、方法のお問 t 、合わせは、必ず販売店または「お客様相談センター」あてにご連絡くださ L 3 


(北海道地区） 

※札幌 サービスセンター 

TEL 01 1(728)0665 干 060-8522 化海道札幌市化区化 7 条西 1 — 1—2 

SE 山京のレ 1F 

(ま化地区） 

※仙 台 QR センター 

TEL 022 口 17)321 日干 98 日- 8560 宮城県仙台市青葉区国分町 3—6—1 

仙台パークビルデンダ 1F 


(ま京•神奈川•関ま•山梨地 

区） 


東京 QR センター（持込のみ） 

新宿 QR センタ-（持込のみ） 

横浜 QR センタ-(持込のみ） 

東日本修理い夕-(持込のみ） 
※キヤノンテクニカルセンター 
(都送•宅配のみ） 


TEL 03 口 837)2961 干 1 10-0005 ま 京都台 ま区 上野 1-1-12 信井 ビル 1F 
TEL 03(3348)4725 〒化 3-0401 東京都新宿区西新宿 2-1-1 新宿 S 井ビル 1F 
TEL 045(312)0211 干 220- 日日日 4 神奈り|県横お市西区 化 幸 2—6—26 HI 横おビル 2F 
TEL 043(211)9032 干 261-8711 千葉県千葉市美お区中瀬 1—7— 2 キヤノン MJ ビル 1F 
TEL 0297(35)5000 干 306-0605 茨城県坂 ま 市馬立 1234 F7 棟 3F 


関東地区•東京地区で郵送•宅配にて修理品をお送りいただく場合は、上記キヤノンテクニカルセンターにお送りください。 



(中 

部 

化陸地区） 


※名古屋 QR センター 

TEL 052(939)1830 

干 461-8511 愛知県お古屋市ま区東楼 2-2-1 

高岳パークビル 1F 


( 

近 

畿地区） 


※大阪 QR センター 

TEL 06(6459)2565 

干 53 日-腑 05 大阪府大阪市化区中之島 6-1-21 

キヤノンビジネスサポート中之島ビル 2F 


(中 

国 

四国地区） 


広島サービスセンター(持込のみ） 

TEL 082(240)6712 

干 730-0051 に島県広島市中区大手町 3-7-5 

に島バークビルデンダ 1F 


( 

九 

州地区） 


※福岡 QR センター 

TEL 092(411)4173 

干 812-0017 福岡県福岡市巧多区美野島 1-2 - 

1 キヤノン MJ 福岡 tf ル 1F 


2006年6月1日現在 上記の記載内容は、都合により予告なく変更する場合力ございますのでご了承下さい。 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

















消耗品のごミち文先 


販冗先 


電話番号 


担当部門 


担当者 


^ー ビス担当者連絡先 


販売店 


電話番号 


担当部門 


担当者 


Canon 


キヤノン株式会社-キヤノンマーケティングジャパン株式会社 


お客様相談センター 
(全国共通番号） 


050 - 555-90024 


[受付時間] く平曰 > 9:日日〜2日:日日 

く ±曰祝曰 > 1ひ日日〜17:日日 
(1 / I 〜3は休ませていただきます） 

※上記番号をご利用いただけない方は日 43-211-9 巨27をご利用ください。 

※■ド電話をご利巧の場台、プ□バイダーのヴービスによってつなが！5ない場合があります。 
※受付時間は予告な<変更ずる場合があります。あらかじめご了承<ださい。 


キヤノンマーケティングジャパン 株式会社 干 108 -801 1 東京都港区港南 2-16-6 
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